
◎
論

説

帝
国
の
周
辺

戦
時
下
日
本
に
よ
る
対
タ
イ
文
化
宣
伝

の

一
断
面

『
日
泰
文
化
』
刊
行
を
め
ぐ

っ
て

加

納

寛

・
・
…

は
じ
め
に

一
九
三
〇
年
代
、
国
際
的
孤
立
を
深
め

つ
つ
あ

っ
た
日
本
は
、
国

際
世
論
を
有
利
に
導
く
た
め
の
対
外
プ

ロ
パ
ガ

ン
ダ
を
強
化
す
る
必

要
に
迫
ら
れ
て
い
っ
た

[松
村

お
Oひ
"鴇
ω
山
旨
、
熱
田

お
$
]。
対

外
宣
伝
に
は
ラ
ジ
オ
放
送
や
映
画
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
が
利

用
さ
れ
た
が
、
近
年
は
対
外
宣
伝
雑
誌

に
つ
い
て
の
研
究
が
、
広
告

ムユ
　

史
や
写
真
史
の
分
野
に
お
い
て
盛
ん
に
な

っ
て
い
る
。
中
で
も
国
際

文
化
振
興
会
の
援
助
下
で
制
作
さ
れ
た

『N
IP
P
O
N
』
や
参
謀
本
部

の
指
導
下

で
制
作
さ
れ
た

『F
R
O
N
T
』
と

い
っ
た
対
外
宣
伝
誌

に

つ
い
て
は
、
復
刻
版
が
刊
行
さ
れ
分
析
が
進
ん
で
い
る
。

日
本
の
対
外
文
化
宣
伝
は
、
や
が
て
武
力
南
進
政
策
が
国
策
と

な

っ
て
実
践
さ
れ
て
い
く
に

つ
れ
、

一
九
四
〇
年
以
降
は

「大
東
亜

文
化

の
建
設
」

の
形
を
と
り
な
が
ら

[藤
井

2
0
0
7]
、
東
南

ア
ジ
ア

ハ
っ
す

諸

地

域

に

も

指

向

さ

れ

て

い

っ
た

。

こ

の

動

き

は

「
同

盟

国

」

と

な

っ
た

タ

イ

に
対

し

て
も

及

び

、

日

本

に

よ

る
文

化

宣

伝

活

動

が
盛

ん

に
展

開

さ

れ

た

こ

と

は
、

テ

ー

ム

ス

ッ

ク

ロ
ろ
ピ
巷

N
給

H
」

ま

1

1
4
7
,T
h
a
m
so
o
k
1
9
7
8
:
2
4
6
-
2
4
7
]
や

吉

川

ロ
O
。。
N
]
、
市

川

ロ
ゆ
逡

]
、

R
ey
n
o
ld
s

[
1
9
9
1
,
1
9
9
4
]
、
加

納

[
N
O
O
昌

、

村

嶋

[
N
O
O
N
]

な

ど

の

研

究

に

お

い
て

明

ら

か

に

さ

れ

て

い
る

。

と

く

に

一
九

四

二
年

の
日

泰

文

化

協

定

締

結

は
、

日
本

に

よ

る

対

タ

イ
文

化

活

動

の

一
つ
の
象

徴

的

事

件

と

し

て
注

目

さ

れ

て

い
る

[
市

川

這

逡

、

加

納

N
O
O
昌

。

し

か

し

、

日

本

に

よ

る
宣

伝

雑

誌

を

用

い
た

対

タ

イ
宣

伝

活

動

に

つ

い

て

は
、

従

来

の

タ

イ

史

研

究

で

は

ほ

と

ん

ど

触

れ

ら

れ

て

ハ
ヨ
　

こ
ず
、
分
析
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
も
な
か

っ
た
。
対
タ
イ
宣
伝
誌
と

戦 時下 日本に よる対 タイ文化宣伝の一断面307



し
て
は
、
上
述

の

『N
IP
P
O
N
』
を
刊
行
し
て
い
た
名
取
洋
之
助
率

い
る
日
本
国
際
報
道
工
芸

(後
に
国
際
報
道
)
が

一
九
四

一
年

一
二

月
以
降

一
九
四
四
年
に
至
る
ま
で

『
カ
ウ
パ
ア
プ

・
タ
ワ
ン
オ
ー
ク

(東
亜
画
報

)』
な
る
月
刊
誌

を
発
行
し
て
い
た
こ
と
が
白
山

・
堀

ム
　
　

Ca
oo
6
]

に
詳
細

に
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
『F
R
O
N
T
』
も
初
期

に
は

タ

イ
語

版

が
発

行

さ
れ

て

い
た

こ
と

が
知

ら

れ

[
多

川

8
0
9

い
N
ω]
、
プ

ワ
ン
テ
ィ
ッ
プ

の
研
究
に
お
い
て
も
こ
う
し
た
雑
誌
に
よ

る
日
本

の
軍
事
力

の
誇
示
が
タ
イ
民
衆

の
関
心
を
集
め
た
こ
と
が
タ

イ
政

府

公
文

書

に
記

さ

れ

て

い
る

こ
と

を

示

し

て

い
る

が

[P
u
en
g
thip
20
0
4
:6
8
,
8
9]
、
対
タ
イ
文
化
宣
伝

の
中
心
機
関
と
し

て
設
置
さ
れ
た
日
泰
文
化
会
館
の
対
タ
イ
文
化
宣
伝
誌
発
行
活
動
に

つ
い
て
は

こ
れ
ま

で
知
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

本
稿
で
は
、
日
泰
文
化
会
館
が
刊
行
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
東
南

ア
ジ
ア
研
究

の
文
脈
か
ら
も
日
本
の
対
外
宣
伝
研
究
の
文
脈
か
ら
も

取
り
上
げ

ら
れ
て
こ
な
か
っ
た

一
九
四
四
年

一
月
発
行

の
対
タ
イ
文

化
宣
伝
誌

『
日
泰
文
化
』
に
着
目
し
、
そ
の
刊
行
を
め
ぐ
る
状
況
と

内
容
を
分

析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
「大
東
亜
」
戦
争
下

の
日
本

に
よ

る
対
タ
イ
文
化
宣
伝

の
性
格

の

一
端
を
観
察
し
て
い
き
た

い
。

一
九
四
〇
年
代
前
半
に
お
け
る

日
タ
イ
関
係
団
体

一
九
四
〇
年
代
前
半
、
日
本
の
対
タ
イ
文
化
宣
伝
組
織
に
は
ど
の

よ
う
な
も
の
が
あ

っ
た

の
だ
ろ
う
か
。

一
九

四
〇
年
代
前
半

の
日
タ

ム
ら
　

イ
関
係
団
体
を
列
挙
し
た
黒
田
清

[
日
泰
文

化

19
44
:
186
-
1
88
]

の
記
事
を
道
案
内
と
し
て
、
ま
ず
は
こ
れ
ら

の
組
織

の
対
タ
イ
文
化

宣
伝
に

つ
い
て
概
観
し
て
お
き
た

い
。

黒
田
が
ま
ず
挙
げ

て
い
る
の
は
、
バ
ン
コ
ク
お
よ
び
東
京
に

「相

呼
応
し
て
存
在
す
る
日
本
タ
イ
協
会
」
で
あ

る

[日
泰
文
化

這
章
"

1
86
]°

r相
呼
応
」
の
内
容
は
定
か
で
は
な

い
が
、
東
京
の
日
本
タ

イ
協
会
は
、

一
九
二
七
年
、
秩
父
宮
を
総
裁

に
、
近
衛
文
麿
を
会
長

ム　
　

と
し
て

「逞
羅
協
会
」
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。

一
九
三
五
年

に
は
財

団
法
人
に
改
組

さ
れ
名
称
も

「日
逞
協
会
」
と
な
り
、

一
九
三
九
年

に
シ
ャ
ム
か
ら
タ
イ
に
国
名
が
改
め
ら
れ
る
と
財
団
も

「日
本
タ
イ

協
会
」
と
改
称
し
た
。

一
九
四
三
年
に
刊
行

さ
れ
た
駐
日
大
使
デ
ィ

レ
ー
ク
の
日
本

で
の
講
演

・
執
筆
を
ま
と
め
た
冊
子
に
は
、
東
京
の

日
本
タ
イ
協
会
が
そ
の
出
版
に
大

い
に
助
力

し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
る

[
デ
ィ
レ
ッ
ク

1
94
3
]°
な
お
、
こ
の
冊

子
に
よ
れ
ば
、
デ
ィ

レ
ー
ク
は

一
九
四
二
年
に
タ
イ
文
化
関
係
の
講
演
を
少
な
く
と
も
三

件
実
施
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
デ
ィ
レ
ー
ク
が
日
本
で
活
発
に

タ
イ
文
化
宣
伝
を
試
み
て
い
た
こ
と
が
読

み
取
れ
る
。

対
し
て
バ
ン
コ
ク
の
日
本
タ
イ
協
会
は
、
日
逞
協
会
と
し
て

一
九

三
七
年

に
結
成
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る

[三
木

1
96
3
:43
]
°

1
九
三

ム
フ
　

八
年
当
時
の
日
逞
協
会
の
会
長
は

「ピ
ヤ

・
ス
ル
ス
テ
ィ
カ

ン
」

で

あ
り

[長
谷
川

NO
O
一
"と
、
少
な
く
と
も
表
向

き
は
タ
イ
人
に
よ

っ

て
運
営
さ
れ
て
い
る
協
会
で
あ

っ
た
。
た
だ
し
、
こ
の
協
会

に
付
属

30$



す
る
日
本

語
学
校
の
事
業
運
営
資
金
は
日
逞
協
会
の
特
別
会
計
と
し

て
日
本
公
使
館
の

「会
計
官
吏
」
が
管
理
し
て
お
り

[長
谷
川
8
0
け

占
、
協
会

自
身

も
実
質
的
部
分

で
は
日
本
側
の
運
営

に
よ
る
も
の

で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
協
会
付
属

の
日
泰
文
化
研
究
所
主
事
と

し
て

一
九

四
〇
年
に
着
任
し
た
平
等
通
照
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
日
本

ハヨ
　

タ

イ

協

会

会

長

は

内

務

大

臣

の

「
ル

ア

ン

・
チ

ャ

ル

ー

ン
」
、

副

会

ム　
　

長
は

「ピ

ピ

ッ
サ
リ
」、
書
記
長

は
タ
イ
人
の
会
社
社
長
で
あ
り
、

日
泰
文
化
研
究
所
主
事

(日
本
人
)
と
内
務
省
の
官
吏
が
日
泰
協
会

の
副
書
記

長
を
兼
ね
た
と
い
う

[
平
等

19
79
:
83
]°
平
等

の
理
解

で
は
、
こ

の
配
置
は
、
表
向
き
は
タ
イ
側
に

「日
泰
協
会
」
の
主
導

権
が
あ
る
と
思
わ
せ
る
た
め
の

「カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
」

で
あ

っ
た
と
い

う

[平
　

1
97
9
:°。占
。
タ
イ
に
所
在
す
る
の
で
あ

る
か
ら

「タ
イ

日
本
協
会

」
の
名
が
適
当
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
よ
う

な
記
述
は
日
本
語
表
記
で
も
タ
イ
語
表
記

で
も
正
式

に
は
見
ら
れ
な

い

。バ
ン
コ
ク
の
日
本
タ
イ
協
会
に
は
、

一
九
三
八
年

に

「日
泰
文
化

事
業
全
般

の
計
画
及
び
実
施
に
当

る
機
関
と
し
て
」
文
化
事
業
委

ム
い
　

員
会
が
設
置
さ
れ
た
と
い
う
が

[
日
泰
文
化

這
糞
」
°。己
、
こ
の
委

員
会

の
活
動
内
容
に
つ
い
て
は
今

の
と
こ
ろ
不
明

で
あ
る
。

次
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、

一
九
三
八
年
に
バ
ン
コ
ク
の
日
本

タ
イ
協
会
内

に
設
立
さ
れ
た

「日
泰
文
化
研
究
所
」
で
あ
る

[日
泰

文
化

19
44
:
1$
7
]°

こ
の
組
織
は

「両
国
文
化
交
換

の
中
心
組
織
と

し
て
」

「活
発
な
文
化
交
換
事
業
を
」
展
開
し
て
き
た
と
い
う
。
こ

の
組
織
の
文
化
事
業
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
上
記
文
化
事
業
委

員
会
や
日
泰
文
化
研
究
所
が
設
置
さ
れ
て
い

っ
た

一
九
三
八
年
は
、

日
本
の
対
タ
イ
文
化
政
策
史
上
、
そ
の
本
格
化

の
起
点
と
し
て
重
要

ハ
け
　

な
意
味
を
も
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

黒
田
は
次
に
、
国
際
学
友
会
を
挙
げ
て
い
る

[日
泰
文
化

這
斜
命

H。。
己
。
国
際
学
友
会
は
、
タ
イ
の
み
を
対
象

に
し
た
機
関
で
は
な
い

が
、
日
本

の
対
タ
イ
外
交
と
の
関
わ
り
が
非
常

に
深
か

っ
た
こ
と
に

つ
い
て
は
河
路

[8
0
ω
]
の
研
究
に
詳
細

に
示

さ
れ
て
い
る
。
さ
ら

ム
に
　

に
黒
田
は
、
宮
原
武
雄
を
局
長
と
す
る

「タ
イ
室
東
京
事
務
局
」、

ム
ロ
　

ムれ
　

名
古
屋
の

「日
泰
協
会
」、
神
戸
の

「日
泰
協
会
」
を
列
挙
し
て
い

る

[
日
泰
文
化

這
章
払
。。
己
。

黒
田
が
最
後
に
紹
介
し
て
い
る
の
は
、
「泰
国

の
み
を
対
象
と
し

て
い
る
も
の
で
は
な
い
が
」
国
際
文
化
振
興
会

で
あ
る

[日
泰
文
化

19
44
:
18
7
]°
Q
際
文
化
振
興
会
は

一
九

三
四
年
に
高
松
宮
を
総
裁

に
、
近
衛
文
麿
を
会
長
と
し
て
設
立
さ
れ
た
日
本
の
対
外
文
化
政
策

ム
ほ
　

機
関

で
あ
る
。

国
際

文
化
振
興
会

は
、
対

外

日
本
文

化
宣
伝
誌

ム
お
　

QN
IP
P
O
N
』
6̀
刊
行
を
援
助
し
、
ま
た
プ

ロ
パ
ガ

ン
ダ
の
た
め
の

国
外
に
お
け
る
写
真
展
を
手
掛
け
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な

「日
本
文

化
紹
介
写
真
移
動
展
」

は
、
タ
イ
に
お
い
て
も
開
催

さ
れ
て

い
る

[難
波

這
O
°。"ひ
いよ
6
,2
2
6]
°
Q
際
文
化
振
興
会

は
、

ま
た
さ
ま
ざ

ま
な
英
文
の
日
本
文
化
紹
介
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
刊
行
し
て
い
た
よ
う

で
あ
り
、
そ
の
成
果
は
タ
イ
に
も
達
し
て
い
る
。
タ
イ
駐
日
大
使
で

あ

っ
た
デ
ィ
レ
ー
ク
は
、
そ
の
回
想
録
に
、

「日
泰
協
会
副
会
長
の

戦時下日本による対タイ文化宣伝の一断面309



〈17
V

〈18
>

岡

部

子
爵

」

と

「
国
際

文

化

振

興

会

の
黒

田

伯

爵

」

か

ら

日

本

文

化

の
本

を

何

十

冊

も
受

領

し

た

こ

と

を

記

録

し

て

い

る

[9。
けu
コ
N
旨

ω
"

1
6
0
-
1
6
1
]
°

デ

ィ

レ

ー

ク

は

こ

れ

を

本

国

外

務

省

に

送

り

、

「
(
タ

イ

)

政

府

も

同
様

に

タ

イ

文

化

に

つ

い

て

(
の
本

を

)

印

刷

す

る

こ

と

に

す

る

」

旨

の
本

省

か

ら

の
返

信

を

得

た

と

い
う

[9。
,u
コ
N
旨

ω
"

ま

〒

一
ひ
昌

。
日
本
の
対
タ
イ
文
化
宣
伝

ー

日
泰
文
化
研
究
所
か
ら
日
泰
文
化
会
館
へ

以
上
に
概
観
し
た
日
タ
イ
関
係
機
関

の
う
ち
、
両
国
文
化
関
係
事

業

の
中
心

と
し
て
活
発

に
活
動
し
て
い
た
と
さ
れ
る
日
泰
文
化
研

ムバ
　

究
所
と
、

そ
の
実
質
上

の
後
継
機
関
と
な
り

『
日
泰
文
化
』
を
刊
行

ハ
　
　

し
た
日
泰
文
化
会
館
に
よ
る
対
タ
イ
日
本
文
化
宣
伝

の
内
容
を
次
に

見
て
お
き
た
い
。

ω

日
泰
文
化
研
究
所

日
泰
文
化
研
究
所
に

つ
い
て
は
、
設
立
時
の

「準
備
員
」
で
あ
る

松
宮

一
也

の
報
告
書
が
長
谷
川
に
よ

っ
て
発
見
さ
れ
、
設
置
に
い
た

ム
れ
　

る
具
体
的

な
動
き
が
判
明
し
て
い
る

[長
谷
川

8
0
昌
。
そ
れ
に
よ

れ
ば
、
松
宮
は
外
務
省
文
化
事
業
部
嘱
託
と
し
て
、
タ
イ
に
お
け
る

「文
化
工
作
の
基
礎
を
建
設
」
す
る
た
め
の

「日
本
語
教
授
及
日
本

事
情
普
及
機
関

の
開
設
」
と

「日
本
会
館
創
設
」
等
に
つ
い
て
の
調

査
研
究
に
従
事
す
る
こ
と
に
な
り
、

一
九
三
八
年
七
月
か
ら
九
月
に

か
け
て
バ
ン
コ
ク
に
滞
在
し
た
と

い
う

[長

谷
川

N
O
O
昌
。
バ
ン
コ

ク
で
は
、
日
本
公
使
館
に
お
い
て
公
使
ら
と
打
合
せ
を
し
た
後
、
陸

海
軍
駐
在
武
官

の
意
見
を
聴

い
て
実
行
案
を
作
成
し
、
バ
ン
コ
ク
の

日
逞
協
会

の
経
営

の
下
に
当
該
事
業
を
実
施

す
る
こ
と
が
決
定
さ

れ
、
事
業
運
営
資
金
に
充
て
ら
れ
る
外
務
省

助
成
金
も
同
協
会
に
納

め
る
こ
と
に
な

っ
た

[長
谷
川

NO
O
け
ω1
と
。

同
年
九
月

の
日
逞
協

会
役
員
会
で
は
日
本
文
化
研
究
所

の
事
業

・
会
計
に
関
す
る
特
別
委

員
会
が
組
織
さ
れ
、
主
事
兼
教
授
に
星
田
晋
吾
、
教
授
に
高
宮
太
郎

を
任
命
し
、
日
逞
協
会
事
務
所
を
同
研
究
所
内

に
移
す
こ
と
が
決
め

ら
れ
た

[長
谷
川

8
0
一
"占
。
日
本
文
化
研
究

所
は
こ
の
よ
う
に
し

て

一
九
三
八
年
九
月
、
バ
ン
コ
ク
の
官
庁
街

で
あ
る

「王
城
東
北
角

ム
ね
　

前
」
の

「タ
ー
チ
ャ
ー
ン

・
ワ
ン
ル
ワ
ン
街
」

に
開
設
さ
れ
た
。
日

本
語
学
校
も
同
年

一
二
月
に
開
校
し
た

[平
等

19
43
:2
3
4
]°

一
九
四
〇
年
に
な
る
と
、
辞
任
し
た
星
田
、
高
宮
の
後
を
受
け
て

日
泰
文
化
研
究
所
主
事
に
平
等
通
照
が
着
任

し
た
が

[星
田

這
ひい
"

7
5-
7
6
、
平
等

19
79
:
1-
2
]
、
平
等

に
よ
れ
ば
、
そ

の
赴
任
は
バ
ン

コ
ク
駐
在
武
官
で
あ

っ
た
田
村
浩

か
ら

の
誘

い
に
よ
る
も
の
で
あ

り
、
赴
任

に
関
す
る
連
絡

は
す

べ
て

「参
謀

本
部
を
通

じ
て
な
さ

ム
お
　

れ

、

支

度

金

も

そ

こ

で
渡

さ

れ

」

た

と

い
う

[
平

等

1
9
7
9
:
1-
2
]
°

平

等

は

、

日

泰

文

化

研

究

所

に

つ

い

て
、

「
研

究

所

と

は

い

っ

て
も

文

化

宣

伝

の

カ

モ

フ

ラ

ー

ジ

」

で

あ

る

と

述

べ

て

い

る

[
平

等

1
9
7
9
:
1
9
3
]
°

松

宮

の
報

告

書

か

ら

も

平

等

の
記

述

か

ら

も

、

日

泰

3io



文
化
研
究

所
が
日
本
政
府

の
意
向

の
下
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
軍

の
影
響
を
も
少
な
か
ら
ず
受
け
て
い
た
こ
と
は
事
実

で
あ

っ

た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

日
泰
文
化
研
究
所

で
は
、
日
本
語
教
育
を
実
施
す
る
他
に
、
国
際

文
化
振
興

会
か
ら
託
さ
れ
た
映
画
招
待
会
を
実
施
し
た
り

[
平
等

19
7
9
:10
3-
10
5
]、
さ
ま
ざ
ま
な
印
刷
物
を
刊
行
し
た
り
し
て
い
た
。

印
刷
物
と
し
て
ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、

一
九
四
〇
年
五
月
に
発

ま
　

ムお
　

行
さ
れ
た
三
木
栄
に
よ
る

『
日
泰
会
話
』
で
あ
る

[
三
木

1
94
0
]°

こ
の
本
は
、
タ
イ
語
を
学
ぶ
日
本
人
に
も
、
ま
た
日
本
語
を
学
ぶ
タ

イ
人
に
も
使
用
で
き
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
。
商
業
広
告
は
付

け
ら
れ
て

い
な
い
が
、

一
九
三
七
年
に
日
本
人
会
か
ら
刊
行
さ
れ
た

三
木
の

『
日
逞
会
話
便
覧
』
は

「忽
に
し
て
売
切
れ
」
に
な

っ
た
と

い
い

[三
木

1
94
0
:i]、
本
書

は
広
告
を
掲
載
し
な
く
と
も
十
分
な

売
上
が
得

ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

同

一
九

四
〇
年

に
は
、
英
文
グ
ラ
フ
誌

『日
本
』
を
タ
イ
人
新
聞

記
者
に
タ
イ
語
訳
さ
せ
て
複
製
し
た

『泰
文
日
本
』
が
刊
行
さ
れ
、

多
数
部
を
印
刷
し
、
有
力
者
に
配
布
し
た
り
中
央
官
庁
や
県
庁
等

に

ハお
　

贈

呈

し

た

り

し

て

い
た

と

い
う

[
平

'
1
9
7
9
:
3
6
,9
1
,
9
8
-
9
9
,
3
4
9
]
°

費

用

は

三

木

の

「発

案

と

奔

走

」

に

よ

っ

て
集

め

ら

れ

た

日

本

企

業

の
広

告

に

よ

っ

て

確

保

さ

れ

た

[
平

等

1
9
7
9
:
9
9
]
°

原

本

と

な

っ

た

『
日

本

』

と

は
、

名

取

洋

之

助

率

い
る

国

際

報

道

工

芸

が

国

際

文

化

振

興

会

の

助

成

に

よ

っ
て
刊

行

し

て

い
た

『
Z
弓

℃
O
Z
』

誌

の

こ

と

で
あ

る

と

考

え

ら

れ

る
。

タ

イ

に

お

け

る
本

誌

刊

行

の

一
つ

の

目

的
は
、
技
術
的
な
面

に
つ
い
て
欧
米
に
比
べ
て
日
本
を
見
下
し
が
ち

な
タ
イ
人
に
対
し
て
、
日
本

の

「精
神
的
文
化
面
」
で
は
な
く

「工

業
技
術
力
」
を
宣
伝
す
る
こ
と
に
あ

っ
た

[
平
等

19
79
:
9
°。
]。

こ

の
点

で
い
え
ば
、
日
本

の

「伝
統
文
化

」

だ
け
に
拘

泥
し
な

い

QN
IP
P
O
N
』
は
格
好

の
媒
体

で
あ

っ
た
と
思

わ
れ
る
。
平
等

に
よ

れ
ば
、

こ
の
企
画
は
大
い
に
好
評
を
博
し
た

と
い
う

[平
等

19
7
9
:

9
9
,
1
9
2
]
°

さ

ら

に

一
九

四

一
年

、

日

泰

文

化

研

究

所

は

、

タ

イ
語

に

よ

る

日

本

仏

教

紹

介

書

で
あ

る

『
泰

文

仏

教

思

想

と

日

本

精

神

』

を

刊

行

し

て

い

る

[瓢
葛

ず

,窒

瓢
ヨ
土
記

舘
鍵

蜘
゜
a
$

ゴ

N
轟
。。
凸

。

こ

れ

は

国

際

文

化

振

興

会

に

よ

っ

て

一
九

三

九

年

に
出

版

さ

れ

た

英

文

の
鈴

木

K̀
拙

B
u
d
d
h
ist
P
h
ilosop
hy
a
n
d
its
E
ff
ects
o
n
th
e
L
if
e
a
n
d
T
h
o
ug
h
t
of

th
e
J
ap
a
n
ese
P
eop
le
を

タ

イ

語

訳

し
、

平

等

通

照

が

日

本

仏

教

に

つ

い
て

の

手

引

を

加

え

た

も

の

で

あ

る
。

こ

の
書

が

タ

イ

の
高

官

に

も

実

際

に
読

ま

れ

て

い
た

こ
と

は

、

柳

沢

の
記

述

に
よ

っ
て
確

か

め

ら

れ

る

[
柳

沢

1
9
4
3
:
7
2
-
7
3
]
°

な

お

、

こ

の
書

籍

の
末

尾

に

は

、

す

べ
て

タ

イ

語

に

よ

る

三

井

物

産

、

大

阪

商

船

、

横

浜

正

金

銀

行

等

の

ム
れ
　

企
業
広
告
が
付
さ
れ
、
上
記

『泰
文
日
本
』

の
広
告
や
バ
ン
コ
ク
日

本
語
学
校
の
要
項
等
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

一
九

四
三
年
六
月
発
行

の

『
[ロ
本
タ
イ
協

会
会
報
』
三
四
号
に

は
、
「盤
谷
市
日
泰
文
化
研
究
所
」
か
ら
東
京

の
日
本
タ
イ
協
会

に
、
『泰
文
日
本
文
化
』
(昭
和

一
六
年

一
二
月
刊
)
、
『
泰
文
日
本
瞥

見

岡
崎
学
生
見
学
団
紀
行
文
』
(昭
和

一
八
年
九
月
刊
)
、
『泰
文

戦時下日本による対タイ文化宣伝の一断面311



日
本

の
学
校
案
内
』
(昭
和

一
八
年

一
二
月
刊
)、
『英
泰
文
泰
国
電
気

工
業
』
(昭
和

一
六
年

一
一
月
刊
)
、
『英
泰
文
日
本
仏
教
』
(昭
和

一
六

年
五
月
刊

)、

『英
泰
文
日
本
人
と
仏
教
』
(昭
和

一
六
年
五
月
刊
)
が

ム
お
　

寄
贈
さ
れ
た
と
あ
り

[
日
本
タ
イ
協
会
会
報
34

19
4
3
:°。
°。
]
、

一
九

四

一
年
に
多
く

の
タ
イ
文
日
本
紹
介
書
が
日
泰
文
化
研
究
所
に
よ
っ

て
刊
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

一
九
四

二
年
に
は
、
日
本
語
バ
ン
コ
ク
地
図
で
あ
る

「最
新
盤
谷

　ふ
　

案
内
地
図
」
も
発
行
さ
れ
た

[
日
泰
文
化
研
究
所

這
も
巴
。
印
刷

所
は
東
京

の
共
同
印
刷
株
式
会
社

で
あ
る
。

こ
の
地
図
は
、
す
べ
て

日
本
語
で
表
記
さ
れ
た
日
本
人
向
け
の
も

の
で
あ
る
。
三
木
の

『
日

泰
会
話
』

と
こ
の
日
本
語
バ
ン
コ
ク
地
図
は
売
上
が
よ
く
、
日
泰
文

化
研
究
所

の
財
政
を
潤
し
た
と

い
う

[平
等

19
7
9:
10
4
,
192
-
19
3,

3
2
7
]
°

口

日
泰
文
化
会
館

一
方
、

一
九
四
二
年

に
は
日
泰
文
化
協
定

の
締
結
準
備

に
並
行
し

て
、
外
務
省

に
お
い
て
長
年
文
化
事
業
に
携
わ

っ
て
き
た
柳
沢
健
を

ム
　
　

中
心
に
日
泰
文
化
会
館
設
置
の
準
備
が
進
ん
で
い
っ
た
。
日
泰
文
化

会
館
は
、
国
際
文
化
振
興
会
の
黒
田
清
に
よ
っ
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

ム
　
　

日
本
文
化

会
館
と
同
様

の
も
の
と
し
て
発
想
さ
れ
た
も

の
で
、
「時

局

の
お
か

げ

で
だ
ん
だ
ん
に
話

は
大
き
く
」
な

っ
て
大
東
亜
省
監

ム
だ
　

督

下

の

「対

泰

文

化

工

作

の

一
元

的

機

関

」

と

し

て
設

置

さ

れ

る

こ

と

に

な

っ
た

も

の

で

あ

る

[
柳

沢

1
9
4
3
:
1
5
]
°

バ

ン

コ
ク

に

「
日

本
文
化
の
殿
堂
」
と
し
て
文
化
会
館
が
設
置
さ
れ
る
予
定

で
あ
る
こ

と
は
、
早
く
も

一
九

四
二
年
三
月
に
は
報
道

さ
れ

て
い
る

[加
納

8
0
け
一刈
O
]。
柳
沢

は

一
九
四
二
年
五
月
に

バ
ン
コ
ク
に
渡
り
、
タ

イ
政
府
と
の
調
整
を
実
施
し
た
が
、
こ
の
調
整

の
結
果
に
つ
い
て
は

結
局
日
泰
文
化
協
定

に
反
映
さ
れ
る
こ
と
は
全
く
な
か
っ
た

[加
納

2
0
0
1
:1°。
占
。

一
九
四
二
年

一
〇
月
、
日
泰
文
化
協
定
が
調
印
さ
れ
る
が
、
そ
の

前
後
、
日
泰
文
化
研
究
所
主
事

の
平
等
は
、

同
盟
通
信
の
記
者
に
対

し
て
、
タ
イ
文
化
か
ら
日
本
が

「教
え
ら
れ
、
得

る
」
こ
と
は
多
く

は
な

い
と
伝
え

て
し
ま

い
、
タ
イ
政
府
か
ら
非
難

さ
れ
た

[
平
等

ムお
　

1
9
7
9
:
3
1
8
-
3
2
1
]
°

平

等

の

よ

う

な

立

場

に

あ

る

人

物

の
発

言

と

し

て
不

適

当

で

あ

る

こ
と

は
、

市

川

の
指

摘

の
と

お

り

言

を

侯

た

な

い

が

[
}E
川

1
9
9
4
:
9
2
-
9
3
]
、

こ

の

よ

う

な

ア
ジ

ア

諸

民

族

に
対

す

る

認

識

は
当

時

の
日

本

人

知

識

人

に

は

普

遍

的

に

見

ら

れ

る

も

の

で

ム
あ
　

あ

っ
た
。

一
方
で
柳
沢
は
日
泰
文
化
会
館
館
長
予
定

者
と
し
て
タ
イ
に
渡
る

前

に

「あ
る
高
貴

の
方
か
ら
」
召
し
出
さ
れ
、
「文
化
事
業

と
い
ふ

も
の
は
、

一
時
的
な
政
治
な
り
政
策
な
り
の
カ
モ
フ
ラ
ー
ヂ

ュ
の
や

う
な
も
の
で
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
」
と

い
う

「御
言
葉
」
を
受
け
た

が

[柳
沢

19
43
:7
-
8]
、
そ
の
後
事
々
に
発
表

し
て
い
る
彼

の
見
解

は
そ
れ
に
沿
う
も
の
で
あ
り
、
対
中
国
文
化

工
作
で
日
本
が

「無
理

強
ひ
」
を
し
て
蒙

っ
た

「文
化
侵
略
」
な
る
汚
名
を
自
分
た
ち
の
文

化
工
作
が
受
け
る
よ
う
な

こ
と
は
避
け
た

い
と
し
、

「出
来
得
る
丈

312



け
彼
国
並

に
彼
国
民
と
和
衷
協
力

の
実
を
挙
げ
」
る
こ
と
に
主
眼
を

置
く
と

い
う
も
の
で
あ

っ
た

[
柳
沢

19
43
:6
2
,95
]°
し
か
し
同
時

に
、
「わ
れ
等

の
目
標

は
あ
く
ま

で
泰
国
及
び
泰
国
民

の
文
化

の
向

上
と
、
そ
れ
を
重
要
な
る
基
地

の

一
と
す
る
大
東
亜
の
新
文
化
の
創

造
、
振
興
」

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し

[柳
沢

19
43
:6
2
]、

「我

国
が
大
東
亜
の
盟
主
た
る
こ
と
は
疑
ひ
を
容
れ
」
ず

「泰
国
を
真
に

我
弟
と
し
妹
と
し
て
名
実
と
も
に
秀
れ
た
る
独
立
国
た
ら
し
め
る
為

に

一
切
の
温
情
と
指
導
と
を
吝
ま
な

い
」
で
タ
イ
を

「我
国
が
補
正

し
誘
液
し
て
行
く
こ
と
」
を

「最
大
任
務
」
と
す
る
べ
き
だ
と
述

べ

て
お
り

[柳
沢

194
3
:
12
6-
12
7
]、
結
局
は
前
提
条
件
と
し
て
日
本

文
化
を
高

い
も
の
、
タ
イ
文
化
を
低

い
も
の
と
見
る
点

で
は

一
般

の

日
本
人
論
者
と
選
ぶ
と

こ
ろ
が
な

い
の
で
あ

っ
た
。

柳
沢
を
館
長
と
す
る
バ
ン
コ
ク
日
本
文
化
会
館
は
、
結
局
、
日
泰

文
化
協
定

締
結
を
受

け
て

一
九
四
三
年
三
月

に
設
立
さ
れ

[
加
納

2
00
1
:1°。
呂
、
「日
泰
文
化
研
究
所
」

の
施
設
や
人
員
を
引
き
継
ぐ
形

ムあ
　

で

発

足

し

た

[
石

丸

1
9
4
3
:
3
2
、

市

^

1
9
9
4
:
9
1
]
°

タ

イ

駐

屯

軍

司

令
官

で
あ

っ
た

中

村

明

人

中

将

の

回

想

録

に

よ

れ
ば

、

日

泰

文

化

会

館

に

つ
い

て

は

「軍

も

ま

た

な

し

う

る

か

ぎ

り

の
協

力

を

惜

し

ま

な

か

っ
た

」

と

い

う

[
$
-
　

1
9
5
°。
も

O
]
。

し

か

し

、

こ

の

日
泰

文

化

会

館

は
、

結

局

戦

局

の
悪

化

に
伴

い
、

ほ
と

ん

ど

業

績

を

残

さ

な

い
ま

ま

、

そ

の
役

割

を
閉

じ

て
し

ま

っ
た

[
}E
._

1
9
9
4
:
8
9
-
9
0
、

加

納

2
0
0
1
:
1
8
5
-
1
8
6
]
°

そ

の
数

少

な

い

業

績

の

一
つ
が

、

こ
れ

ま

で

ほ

と

ん

ど

紹

介

さ

れ

る

こ
と

が

な

か

っ
た

『
日
泰
文
化
』
誌

の
刊
行

で
あ
る
。

一
九
四
三
年
四
月
に
発
行
さ
れ

た

『N
IP
P
O
N
』
三

一
号

に
は
、
日
泰
文
化
協
定

の
公
式
媒
体
と
し

て
間
も
な
く
雑
誌
が
発
行
さ
れ
る
旨

の
記
事

が
掲
載
さ
れ
て
い
る

[N
IP
P
O
N
3
1
19
43
:
°。O
]。
ま
た
、
『
日
泰
文

化
』
刊
行

に
責
任
を

も

つ
日
泰
文
化
会
館
の
東
京
事
務
所

の
責
任
者

で
あ
る
と
考
え
ら
れ

ム
あ
　

る
石
丸
雄
三
が

一
九
四
三
年

四
月
発
行
の

『
観
光
』
誌
に
発
表
し
て

い
る

「泰
国
に
於
け
る
文
化
事
業
」
に
よ
れ
ぼ
、
タ
イ
の
日
泰
文
化

会
館

で
計
画
中
の
文
化
事
業

の
中
に
、
「『
日
泰
文
化
』
誌

の
刊
行
」

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る

[
石
丸

1
94
3
:32
-
3
4
]°

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
「日

泰
両
国
の
文
化
を
紹
介
し
併
せ
て
之
が
調
査

研
究
を
発
表
し
、
兼
ね

て
日
泰
文
化
会
館

の
活
動
状
況
を
普
く
両
国
民

に
知
ら
し
む
る
た

め
、
年
四
回
両
国
語
に
よ
る

「日
泰
文
化
」
な
る
雑
誌
を
東
京
事
務

所

で
発
行
し
、
創
刊
号
は
来
る
四
月
発
売

の
予
定
で
あ
る
」
と
あ
る

[石
丸

19
43
:3
4]
°

以
下
、
こ
の

『
日
泰
文
化
』

の
内
容
に

つ
い
て
、
現
物
を
確
認
し

な
が
ら
観
察
し
て
い
き
た
い
。

三

『
日
泰
文
化
』

の
体
裁
と
構
成

『
日
泰
文
化

(詳
ピ
喚
翫
此
ピ
』
ま
)
』
誌

は
、

現
在
、
日
本
国
内

に

ハれ
　

少
な
く
と
も
五
冊
が
存
在
し
て
い
る
。
タ
イ
国
内

に
お
け
る
所
蔵
に

つ
い
て
は
、
タ
イ
国
立
図
書
館
や
チ

ュ
ラ
ー

ロ
ン
コ
ー
ン
大
学
図
書

館
等

の
蔵
書
目
録
を
現
地

で
調
べ
た
が
確
認

で
き
な
か

っ
た
。
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ムぬ
　

『日
泰
文

化
』

の
版
型

は
菊
倍
版

で
、

「総

ア
ー
ト
」
紙

の

「豪
華

版
」

で
あ

る

[朝
日
新
聞

けOミ

ドb
ひ]
。
新
聞
雑
誌
用
紙

の
割
当
制

度
は

一
九

四
〇
年
に
強
化
さ
れ
て
お
り

[難
波

這
0
8
:5
7]
、
さ
ら

に
戦
局
悪

化
に
と
も
な

っ
て
物
資
欠
乏
が
深
刻
化
し
て
い
た
は
ず
の

一
九
四

四
年
と

い
う
発
行
時
期
を
考
え
れ
ば
、
『
日
泰
文
化
』

の

「豪
華
」

さ
は
当
局

の
本
誌

に
対
す
る
重
点
的
な
位
置
付
け
を
物
語

ま
　

る
も
の
と

い
え
よ
う
。
本
文
は
二
二
〇
ペ
ー
ジ
ま
で
あ
り
、
そ
の
前

バれ
　

後
お
よ
び
内
部
に
企
業
広
告
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
表
紙
か
ら
裏
表

紙
ま
で
、
総
計
で
二
五
三
ペ
ー
ジ
で
あ
る
。
四
〇
～
九
〇
ペ
ー
ジ
程

度

の
対
外
宣
伝
グ
ラ
フ
誌

『N
IP
P
O
N
』
や

冒
男
O
Z
昌

に
比
し

て
ペ
ー
ジ
数
が
多

い
。
表
紙
は
二
色
刷
り

(左
半
分
が
灰
色
、
右
半

分
は
白
色
)
で
あ
り
、
裏
表
紙

・
見
返
し

・
見
返
し
裏
以
外
は
単
色

(白
黒
)
印
刷

で
あ
る
。

コ

　

　
　

　

表

紙

に
は
、

タ
イ
文

字

で

「ぎ

警

理

ギ
ぎ

」
(
日
タ

イ
文

化
)、
そ
の
下
に
日
本
語
で

「日
泰
文
化
」

と
記
さ
れ
て
い
る

(図

-
参
照
)
。
日
本
語
表
記
で

「
日
泰
」
と
い
う
順
序
は
自
然

で
あ
る

が
、
タ
イ
語
表
記
で

「タ
イ
日
」
の
順

で
な

い
の
は
不
自
然
に
思
わ

れ
る
。
表
紙
中
央
に
は
漢
字

の

「日
」
と
法
輪
を
組
み
合
わ
せ
た
図
案
が

印
刷
さ
れ
、
下
に

「弍
。9
93霊

警

理

三

(日
本

文
化
会
館
)
と
書
か

れ
、
表
紙
右
下

に
は
数
字

の

「1
」
が
袋
文
字

で
配
さ
れ
て
い
る
。

本
誌
の
創
刊
を
報
道
し
た
記
事
に
は

『日
泰
文
化
』
が
年
二
回
の
刊

行
を
予
定
し
て
い
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り

[
朝
日
新
聞

這
ミ

　　
　

μ鳶
ひ
]、
続
刊

の
発
行
を
想
定
し
た
こ
と
を
反

映
し
た
も
の
で
あ
ろ

う
が
、
二
巻
以
降
の
存
在
は
現
在

の
と
こ
ろ
確
認
で
き
て
い
な
い
。

表
紙
の
左
下
に
は
、
小
さ
く
弧
状

に

「SA
T
O
M
i」
と
書
か
れ
、
そ

の
下
に

「43
」
と
い
う
数
字
が
記
さ
れ
て
い
る
。
表
紙
を
担
当
し
た

里
見
宗
次
の
署
名
と
図
案
作
成
年
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

背
表
紙
に
は
タ
イ
文
字

の
み
で

「93霊

警

戯
此
ギ
一謹

け
」
(日
タ
イ

文
化
1
)、

「ゴ
勲
N
轟
。゚
ひ
★
2
6
03
)

(仏
暦

二
四
八
六
年

★

二
六
〇
三

年
)
と
記
さ
れ
て
い
る
。
仏
暦

二
四
八
六
年

目
皇
紀
二
六
〇
三
年
は

西
暦

一
九
四
三
年
に
当
た
る
。

『
日
泰
文
化
』
に
挟

み
込
ま
れ
た
奥
付

に

よ
れ
ば
、
本
誌

の
印

刷

・
発
行
は
す
べ
て
日
本
国
内

で
行
わ
れ
て

い
る
。
編
集
兼
発
行
者
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ム
む
　

は
、
「東
京
都
赤
坂
区
溜
池
五
番
地
」

「日
泰
文
化
会
館
」
「石
丸
雄

三
」
、
印
刷
者
は

「東
京
都
京
橋
区
木
挽
町

一
丁
目
二
十
三
番
地
」

「名
取
洋
之
助
」、
印
刷
所
は
印
刷
者
と
所
在
地
が
同
じ

「国
際
報
道

株
式
会
社

」、
発
行
所
は

「日
泰
文
化
会
館
」、
泰
文
組
版
は

「大
阪

市
西
区
阿
波
座
中
通
二
丁
目
二
十
三
番
地
」
の

「交
進
社
印
刷
所
」

で
あ
る
。
上
述

の
新
聞
記
事
に
よ
れ
ば
、
『
日
泰
文
化
』
創
刊

の
た

め

に
タ

イ
文
字

活
字
を
新
鋳

し
た
と

い
う

[
朝

日
新

聞

這
弐
＼

ム　
　

1/2
6
]。

ま
た
、
奥
付
に
は

「非

売
品
」
と
書
か
れ

て
い
る
。
奥
付

に
発
行
部

数
に
つ
い
て
の
記
載
は
見
ら
れ
な
い
が
、
新
聞
報
道
に
よ

れ
ば
、
三
千
部
を
発
行
し
、
う
ち
約
二
千
部
を
タ
イ
向
け
と
す
る
と

い
う

[朝
日
新
聞

一〇壼
〉
＼Nひ
]
。

発
行
時
期
に

つ
い
て
は
、
奥
付
に

「昭
和

一
九
年

一
月
二
五
日
印

刷
、
昭
和

一
九
年

一
月
三
〇
日
発
行
」
と
あ
り
、
表
紙
等
に
記
載
さ

れ
た

一
九

四
三
年
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
記
事
等

の
執
筆
時
期
に
つ

い
て
は
、

『
日
泰
文
化
』
が

「日
泰
文
化
会
館

の
編
集
に
か
か
る
文

化
協
定

成
立
記
念
号
」
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

[日
泰
文

化

這
云
」
己
、

一
九
四
二
年

一
二
月
以
降
の
早

い
時
期
で

あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
祝
辞

の
内

で
最
も
早
期

の
日
付
が
付
さ
れ

て
い
る

の
は

一
九
四
二
年

一
二
月
付

の
谷
正
之
外
相
と
橋
田
邦
彦
文

相
の
祝
辞

で
あ
る
。
そ
れ
以
外
の
祝
辞

の
執
筆
年

に
つ
い
て
は

一
九

四
三
年

と
な

っ
て
い
る
が
、
執
筆
月
に

つ
い
て
は
多
く
が
日
本
語
の

ム
お
　

月
と
タ
イ
語
の
月
の
記
載
に
蛆
飴
が
見
ら
れ
る
。
記
事
に

つ
い
て
は

執
筆
時

期
が
明
瞭
な
も
の
は
少
な

い
が
、
柳
沢
の
原
稿
は
内
容
と
し

て
は
彼
が

一
九
四
三
年

一
月
に
日
本

で
実
施

し
た
講
演

の
内
容
と
ほ

ム
れ
　

ぼ
同
じ
で
あ
り
、

ア
ヌ
マ
ー
ン
ラ
ー
チ
ャ
ト

ン
に
よ
る
寄
稿

は
、

一

九
四
三
年

一
〇
月
二
五
日
に
、
ピ
ブ
ー

ン
首

相
夫
人

の
誕
生
日
を

祝

っ
て
ラ
ジ
オ
放
送
さ
れ
た
原
稿

で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る

[日
泰
文
化

這
章
"富
N
]。
ま
た
、
い
く
つ
か

の
記
事

に
つ
い
て
は
、

同

一
寄
稿
者
に
よ
る
同
名
か
ほ
ぼ
同
名
の
記
事
が

一
九
四
三
年
三
月

の

『国
際
文
化
』

に
掲
載
さ
れ
て
い
る

[
日
本
タ
イ
協
会
会
報
34

ハ
ガ
　

1
94
3
:7
°。1
謬
]
。
こ
れ
ら
か
ら
考
え
る
と
、
『
日
泰
文
化
』
に
掲
載
さ

れ
た
記
事
は
、
既
発
表
記
事

の
再
録
が
多

い
と
思
わ
れ
る
が
、
お
お

む
ね

一
九
四
三
年
中
に
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

石
丸

の
日
泰
文
化
会
館
事
業
紹
介
に
よ
れ
ぼ

、

一
九
四
三
年
四
月
段

階

で
は
、

一
九
四
四
年
四
月
に
発
行
予
定

で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る

[石
丸

這
お
"ω占
。

一
九
四
二
年

一
二
月
あ
た
り
に
原
稿
執
筆
依
頼

を
し
た
際
に
は

一
九
四
三
年
刊
行
予
定
で
あ

っ
た
も
の
が
、

一
九
四

三
年
四
月
に
は

一
九
四
四
年
刊
行
予
定
と
な

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

構
成
に
つ
い
て
は
、
見
返
し
か
ら
企
業
広
告
が

一
一
ペ
ー
ジ
続

い

た
後
に
扉
が
あ
り
、
扉
の
裏
か
ら
目
次
が
見
開
き
ニ
ペ
ー
ジ
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
。
目
次
は
、
タ
イ
語
を
主
に
し

て
構
成
さ
れ
て
お
り
、

各
項
目

の
下
に
日
本
語
訳
が
添
え
ら
れ
た
形

に
な

っ
て
い
る
。
目
次

の
次
に
は
日
泰
文
化
協
定
の
原
文
が
、
タ
イ
語
、
日
本
語
の
順
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
日
タ
イ
の
政
治
指
導
者
等
か
ら
の
祝
辞
が

一
八
名
分
、
タ
イ
語
お
よ
び
日
本
語
で
掲
載

さ
れ
、
本
文
と

の
間

に

は
日
泰
文
化
協
定
締
結
時

の
写
真
が
四
枚
掲

載
さ
れ
て
い
る
。
本
文

戦時下日本による対タイ文化宣伝の一断面315



は

一
四
人

の
識
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
記
事

で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
五

〇

ペ
ー

ジ
か
ら

一
八
〇

ペ
ー
ジ
ま
で
タ
イ
語

の
記
事
が
収
録
さ
れ
、

図
版
も

こ
れ
ら
の
各
タ
イ
語
記
事
に
付
随
し
て
配
置
さ
れ
て
い
る
。

一
八

一
ペ
ー
ジ
に
は

「寄
稿
家
紹
介
」
が
あ
り
、
本
文

の
記
事
を
寄

せ
た

一
四
名

の
氏
名
と
肩
書
が
タ
イ
語
と
日
本
語
で
列
挙
さ
れ
て
い

る
。

一
八
二
ペ
ー
ジ
に
は
タ
イ
語
に
よ
る
大
阪
南
方
院

の

「大
阪
府

ム
が
　

と
タ
イ
国
」
が
写
真
付
き
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
記
事
に
つ

い
て
は
目
次
に
記
載
も
な
く
、
日
本
語
訳
も
付
さ
れ
て
い
な
い
。

一

八
三
ペ
ー
ジ
か
ら
七
ペ
ー
ジ
分

の
企
業
広
告
を
挟
み
、

一
八
四
ペ
ー

ジ
か
ら
は
本
文
の
日
本
語
文
が
二
二
〇
ペ
ー
ジ
ま
で
ま
と
め
て
掲
載

さ
れ
て

い
る
。
掲
載
順

は
、
タ
イ
語
部
分
の
掲
載
順
と
は
多
少
異

な

っ
て

い
る
。
ま
た
、

図
版

は
タ
イ
語
部
分

に
付
さ
れ
て
い
る
の

で
、
日
本

語
部
分
に
は
再
掲
さ
れ
て
い
な

い
。
な
お
、
日
本
語
部
分

の
末
尾

に
付
さ
れ
た

「日
泰
文
化
協
定
祝
賀
」

の
記
事

に
つ
い
て

は
、
タ

イ
語
文
は
掲
載

さ
れ
て
い
な
い
。
そ

の
後

は
裏
表
紙
ま
で
含

め
て

一
六

ペ
ー
ジ
分

の
企
業
広
告
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
奥
付
は
、

前
述
の
と
お
り
紙
片
が
挟
み
込
ま
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
の
で
、
京

都
大
学

図
書
館
所
蔵
本

の
よ
う
に
散
逸
し
て
し
ま
う
こ
と
が
多
か

っ

た
と
思

わ
れ
る
。

本
誌

の
特
徴
は
日
タ
イ
両
語
で
ほ
ぼ
同
じ
内
容
が
書
か
れ
て
い
る

こ
と
に
あ
る
が
、
翻
訳
担
当
者
に

つ
い
て
は

『日
泰
文
化
』
誌
上
に

は
何
も
記
載
さ
れ
て
い
な

い
。
『
日
泰
文
化
』

の

「印
刷
」
を
担
当

し
た
国
際
報
道
株
式
会
社
が

「情
報
局
の
指
導
」
に
よ
っ
て
発
行
し

て
い
た
対
タ
イ
日
本
宣
伝
誌

『カ
ウ
パ
ア
プ

・
タ
ワ
ン
オ
ー
ク
』
に

つ
い
て
は
、
同
社
の
写
真
家
師
岡
宏
次
に
よ
れ
ば
、
キ
ャ
プ

シ
ョ
ン

は
す
べ
て
師
岡
が
日
本
語
で
記
述
し
た
も
の
を
英
訳
し
、
そ
れ
を
タ

イ
か
ら
日
本
に
来

て
い
た
留
学
生

に
渡
し
て
タ
イ
語

の
タ
イ
プ
ラ
イ

タ
ー

で
打
た
せ
て
原
稿
に
し
て

い
た
と

い
う

[..a
岡

19
80
:
15
8-

15
9
]
°
同
様
に
、
参
謀
本
部
の
指
導
下
で
東

方
社
が
刊
行
し
て
い
た

宣
伝
誌

冒
閃
O
Z
目
』

の
場
合

は
、
刊
行
か

ら
三
冊
目

(五

・
六
号

合
冊
)
ま
で
は
タ
イ
語
版
も
出
版
さ
れ
て
い
る
が
、
日
本
留
学
中

の

東
南

ア
ジ
ア
出
身
学
生
な
ど
が
起
用
さ
れ
た

と
い
う

[多
川

NO
O
9

62
,3
1
7
]°
『日
泰
文
化
』
に
つ
い
て
も
、
同
様

に
日
本
留
学
中
の
タ

イ
人
学
生
が
翻
訳
に
従
事
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

以
下
、
祝
辞
と
記
事
に

つ
い
て
内
容
を
観
察
し
て
い
き
た
い
。

四

『日
泰
文
化
』
に
寄
せ
ら
れ
た
祝
辞

祝

辞

に

つ
い

て

は
、

掲

載

順

に

ピ
ブ

ー

ン

ソ

ン
ク

ラ

ー

ム

(タ

イ

ム
　
　

首

相

)
、

東

条

英

機

(
日

本

首

相

)
、

ウ

ィ

チ

ッ
ト

ワ

ー

タ

カ

ー

ン

ハ　
　

ム
　
　

(
タ

イ

外

相

)
、

谷

正

之

(
日

本

外

相

)
、

タ

ム

ロ

ン

ナ

ー

ワ

ー

サ

ワ

ッ

ト

(
タ

イ

法

相

)
、

チ

ャ

ウ

ェ
ー

ン

サ

ッ
ク

ソ

ン

ク

ラ

ー

ム

ム
お
　

(タ

イ

厚

生

相

)
、

青

木

一
男

(日

本

大

東

亜

相

)
、

プ

ラ

ユ
ー

ン

・

ム
お
　

パ

モ
ー

ン

モ

ン
ト

リ

ー

(
タ

イ
文

相

)
、

橋

田

邦

彦

(
日
本

文

相

)
、

ハ　
　

ポ

ッ

ト

・
パ

ホ

ン

ヨ
ー

テ

ィ

ン

(
タ

イ

陸

軍

大

将

)
、

広

田

弘

毅

ム
ふ
　

(訪

タ

イ
使

節

正

使

)
、

デ

ィ

レ
ー

ク

・
チ

ャ
イ

ヤ

ナ

ー

ム

(
タ

イ

駐
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ム　
　

バれ
　

日

大

使

)
、

坪

上

貞

二

(
日

本

駐

タ

イ
大

使

)
、

ワ

ン

ワ

イ

タ

ヤ

ー

ム
み
　

コ
ー

ン

(タ
イ
外
務
省
顧
問
)
、
近
衛
文
麿

(国
際
文
化
振
興
会
、

日
泰
協
会

、
国
際
学
友
会
会
長
)、
ラ
イ

エ
ッ
ト

・
ピ
ブ
ー
ン
ソ
ン

〈
59
>

〈60
>

ク

ラ

ー

ム

(
タ

イ

首

相

夫

人

)
、

ラ

ク

サ

ミ

ー

ラ

ー

ワ

ン
、

プ

ラ

ムね
　

パ
ー

・
ウ

ィ
チ

ッ
ト
ワ
ー
タ
カ
ー
ン

(タ
イ
外
相
夫
人
)
が
名
を
連

ね
て
い
る
。
日
本
側

・
タ
イ
側
と
も
、
関
係
大
臣

の
ほ
か
、
日
泰
協

会
の
関
係
者
や
日
タ
イ
間

の
訪
問
使
節
経
験
者
の
名
が
目
立

つ
。

掲
載
順

に
つ
い
て
は
、
タ
イ
側
首
相
、
日
本
側
首
相
、
タ
イ
側
外

相
、
日
本
側
外
相
と
い
う
具
合
に
、
タ
イ
側
が
常
に
前
置
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ

ぞ
れ
タ
イ
語
祝
辞
と
日
本
語
祝
辞

が
掲
載

さ
れ
て
い
る

が
、
タ
イ
語
文
が
前

に
、
そ
の
す
ぐ
後
に
日
本
語
文
が
付
さ
れ
て
い

る
。
タ
イ
向
け
の
宣
伝
誌
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な

配
置
が
自
然

で
あ
ろ
う
。
不
自
然
に
思
わ
れ
る
の
は
、
ラ
ー

マ
六
世

王
妃
で
あ

る
ラ
ク
サ
ミ
ー
ラ
ー
ワ
ン
の
祝
辞
が
か
な
り
後
方
に
配
さ

れ
、
首
相
夫
人
の
後

に
置
か
れ
て
い
る
点

で
あ
る
。
な
お
、
文
中

に

お
い
て

「日
タ
イ
」
と

い
う
場
合

の
語
順
に

つ
い
て
は
、
日
本
語
祝

辞
は
日
本

人
の
も

の
も
タ
イ
人
の
も
の
も
す
べ
て

「日
タ
イ
」

の
順

で
あ

っ
た
が
、
タ
イ
語
祝
辞
に

つ
い
て
は

「日
タ
イ
」
と

「タ
イ

日
」
が
と
も
に
用

い
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
語
順
に
つ
い
て
は
、
祝
辞

を
寄
せ
た
者
の
国
籍
と
は
関
係
が
な
い
よ
う
で
あ

っ
た
。
日
本
人
は

日
本
語

で

「日
タ
イ
」
と
記
し
て
お
り
、
そ
れ
を
翻
訳
者
が

「日
タ

イ
」
の
ま
ま
と
し
た
り

「タ
イ
日
」
と
し
た
り
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

タ
イ
人

に
つ
い
て
は
、
同

一
人
物

の
祝
辞
中
で
も

「
日
タ
イ
」
と

「タ
イ
日
」
が
併
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
語
順
に

つ
い
て

一
定

し

た
感
覚
が
共
有
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
を
翻
訳
者

あ
る
い
は
日
本
語
点
検
者
が
す
べ
て

「日
タ
イ
」
に
統

一
し
た
の
で

あ
ろ
う
。

祝
辞
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
ど
れ
も
日
泰
文
化
協
定

の
成
立
を
祝

い
、
日
タ
イ
間

の
友
好
と
協
力
を
寿
ぐ
も
の
と
な

っ
て
い
る
。
し
か

し
、
日
泰
文
化
協
定

の
目
的
に
関
す
る
部
分

に

つ
い
て
は
、
タ
イ
側

と
日
本
側
の
間
に
指
向
方
向
上

の
大
き
な
差

異
が
観
察
さ
れ
る
。

日
泰
文
化
協
定
は
、
そ
の
目
的
に
つ
い
て

「両
国
文
化

の
本
然
の

特
質
を
相
互
に
尊
重
し

つ
つ
緊
密
な
る
協
力

の
下
に
両
国
間
の
文
化

関
係
を
更
に
増
進
せ
し
め
以
て
東
亜
文
化

の
興
隆
に
寄
与
す
る
に
努

め
併
せ
て
幸
に
両
国
間
に
存
在
す
る
友
好
関
係
を

一
層
強
固
な
ら
し

め
ん

こ
と
を
」
欲

す
る
も

の
で
あ

る
と
謳

っ
て

い
る
が

[加
納

Z
oo
m
、
タ
イ
側
と
日
本
側

で
は
、
そ
れ
ぞ

れ
強
調
す
る
部
分
が
異

な

っ
て
い
る
。

タ
イ
人
側

の
祝
辞
の
多
く
に
共
通
し
て
現
れ
る
の
は
、
ω
両
国
が

そ
れ
ぞ
れ

(す
な
わ
ち
タ
イ
も
)

「固
有

の
文
化
」
を
有
す

る
こ

と
、
お
よ
び
②
相
互
の
文
化

の
尊
重

の
必
要
性
、

の
二
点
の
強
調
で

あ
る
。
タ
イ
人
側
の
そ
の
よ
う
な
特
徴
を
有
す
る
祝
辞
と
し
て
は
、

ウ
ィ
チ

ッ
ト
ワ
ー
タ
カ
ー
ン
、
チ
ャ
ウ

ェ
ー

ン
サ
ッ
ク
ソ
ン
ク
ラ
ー

ム
、
プ
ラ
ユ
ー
ン
、
ポ

ッ
ト

・
パ
ホ
ン
ヨ
ー
テ
ィ
ン
、
デ
ィ
レ
ー
ク

の
も

の
が
挙
げ

ら
れ
る
。
と
く
に
プ

ラ
ユ
ー

ン
は
、

「大
東
亜
諸
国

は
古
来
よ
り
夫

々
の
独
自

の
文
化
を
有
す
る
が
、
そ
れ
は
平
和
を
愛

戦時下日本による対タイ文化宣伝の一断面317



し
て
相
互

に
侵
す
る
と
こ
ろ
な
き
精
神
文
化
」
で
あ
り
、
日
泰
文
化

協
定

は

「相
互
の
文
化
を
尊
重
す
る
協
定
」
で
あ
る
と
述

べ
て
い
る

[
日
泰
文

化

這
云
"
留
]。

ま
た
、
デ
ィ
レ
ー
ク
は
、
日
泰
文
化
協

定

の
主
旨

が

「何
れ
の
側
の
文
化
を
殿
損
す
る
こ
と
な
く
、
夫
々
の

文
化
を
向

上
せ
し
め
る
点
」
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る

[
日
泰

文
化

19
44
:
36
]
°

こ
れ
ら

の
見
解
は
、
日
本
が
自
文
化
を
タ
イ
に

強
要
し
、

タ
イ
文
化
を
殿
損
し
よ
う
と
す
る
こ
と
に
対
す
る
牽
制
を

意
図
し

た
も
の
で
あ
る
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

ウ
ィ
チ
ッ
ト
ワ
ー
タ
カ
ー
ン
の
場
合

は
、
さ
ら
に

一
歩
進
め
て
、

タ
イ
は
古

く
か
ら

「高
き
文
化
を
維
持
す
る
と
同
時
に
、
常

に
南
方

ア
ジ
ア
文
化

の
擁
護
者

で
あ
り
、
そ
の
中
心
地

で
あ

っ
た
」
と
し
、

両
国

の
文
化
協
力
が

「た
だ
に
両
国
間
の
友
好
親
善
関
係
を
強
固
な

ら
し
む

る
に
止
ま
ら
ず
、
全
南
方

ア
ジ
ア
の
文
化
の
宣
揚

に
貢
献
す

る
こ
と
大

な
る
を
信
じ
」
る
と
し
て
い
る

[日
泰
文
化

巳
章
"
這
]
。

こ
の
論
調

は
、
日
泰
文
化
協
定
締
結
前

に
柳
沢
が
渡
タ
イ
し
て
協
定

の
あ
り
方

に

つ
い
て
ウ
ィ
チ
ッ
ト
ワ
ー
タ
カ
ー
ン
ら
と
調
整
し
て
い

た
頃

の
、

タ
イ
を
南
方
ア
ジ
ア
の
文
化
の
中
心
と
し
よ
う
と
す
る
タ

イ
側
見
解

と
同
様
で
あ
る

[加
納

2
00
1:
179
-
1
80
]°
ウ
ィ
チ

ッ
ト

ワ
ー
タ

カ
ー
ン
の
狙

い
は
、
日
本
と
そ
の
対
外
文
化
政
策
を
利
用
し

て
タ
イ
を

「南
方
ア
ジ
ア
」

の
盟
主
に
す
る
こ
と
だ

っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
祝
辞
を
見
る
か
ぎ
り
で

は
タ
イ
人
側

の
人
々
に
も
共
有
さ
れ
て
い
な
い
。

一
方
、

日
本
人
側

の
祝
辞
に
お
い
て
は
相
互

の
文
化
を
尊
重
す
る

必
要
性

に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
「東
亜
文
化

の
興
隆
」
の
部
分
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
る
も
の
が
多

い
。
そ
の

よ
う
な
両
国
固
有

の
文
化
を
超
越
し
た

「東

亜
文
化
」
や

「大
東
亜

文
化
」
な
ど
の
興
隆
を
強
調
す
る
祝
辞
に
は
、
東
条
、
谷
、
青
木
、

ハ
　
　

橋
田
、
坪
上
、
近
衛

の
も

の
が
あ
る
。
た
と
え
ば
坪
上
は
、
日
タ
イ

両
国
は

「夫

々
特
質
あ
る
固
有

の
文
化
を
有

し
て
を
り
ま
す
が
、
両

国
民
は
こ
の
際
、

一
層
認
識
と
相
互
の
理
解

を
深
め
、
相
協
獄
し
て

東
洋
精
神
を
真
髄
と
す
る
新
し
き
文
化
の
興
隆
に
寄
与
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
述

べ
て
い
る

[日
泰
文
化

お
云
"
い
O
]
。
青
木

は
、

日
タ
イ
が

「同

一
の
亜
細
亜
民
族
に
属
す
る

の
み
な
ら
ず
、
文
化

の

伝
統
」
も
根
源
が
同
じ
で
あ
る
と

い
う
考
え
を
示
し
、
「大
東
亜
文

化
な
る
新
文
明
を
創
造
」
す
る
と
い
う

「世
界
的
大
使
命
」
に
言
及

し
て
い
る

[
日
泰
文
化

這
壼
"
謡
]。

こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
日

タ
イ
文
化
会
館
館
長

の
柳
沢
に
も
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。
『
日
泰

文
化
』
誌
上

で
は
な
い
が
、
柳
沢
は
、

「吾

人
が
日
本
文
化
を
泰
国

人
に
理
解
せ
し
め
ん
と
す
る
熱
意

の
余
り
、
所
謂
文
化
侵
略
と
い
ふ

が
如
き
誹
り
と
危
惧

の
念
と
を
彼
国
民
に
抱

か
せ
る
こ
と
が
な
い
よ

う
に
」
す
る
こ
と
は
当
然
と
し
な
が
ら
、

「然
し
同
時
に
泰
国
民
に

望
む
所
は
、
両
国
間
今
後
の
文
化
事
業
が
決

し
て
単
な
る
交
換

・
紹

介
に
終
始
す
べ
き
で
な
く
、
両
国
文
化

の
抱
擁

・
結
婚
に
依
る
新
文

化
の
創
造
を
目
標
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
点
を
是
非
共
十
分
諒
解

ムお
　

し

て
欲

し

い
」

と

し

て

お

り

[柳

沢

1
9
4
3
:
1
6
0
]
、

重

点

を

後

者

に

置

く

考

え

方

を
表

明

し

て

い

る
。

こ
れ

ら

の
新

し

い

「
東

亜

文

化

」
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や

「大
東
亜
文
化
」
は
、
す
で
に
見
た
よ
う
に

「兄
11
進
ん
だ
、
よ

り
高

い
存
在
」
で
あ
る
日
本
文
化
が
、
「弟
妹
H
遅
れ
た
、
よ
り
低

い
存
在
」

の
タ
イ
文
化
を
指
導

し
て
建
設
さ
れ
る
こ
と
が
前
提
と
さ

れ
て
い
る

の
で
あ

っ
て
、
そ
の
前
提
は
祝
辞
上
の
文
字
と
し
て
は
意

ハ　
　

図
的
に
隠

さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
対
等
な
文
化
同
士
が
弁
証
法
的

に

よ
り
高
次

の
存
在

に
止
揚

さ
れ
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ

て
い
た
わ
け
で
は
全
く
な
か

っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、

一
見
穏

や
か
で
祝
福
ム
ー
ド
を
満
喫
し
て
い
る
か

に
見
え
る
祝
辞
の
部
分
に
お
い
て
も
、
そ
の
背
景
に
は
日
タ
イ
間
の

認
識

の
蛆
蠕
が
オ
ブ
ラ
ー
ト
に
包
ま
れ
て
顕
在
化
し
て
お
り
、
外
交

上
の
争
点
が
こ
の
よ
う
な
部
分
に
静
か
に
噴
出
し
て
い
る
と
見

る
こ

と
が
で
き
よ
う
。
加
納

[N
OO
昌

が

一
九
四
二
年
日
泰
文
化
協
定
締

結

に
至
る
両
国
の
交
渉
過
程
を
分
析
す
る
中
で
指
摘
し
た
よ
う
な
、

タ
イ
側
と
日
本
側

の

「文
化
」
を
め
ぐ
る
認
識

の
懸
隔
が
、

こ
こ
で

も
観
察
で
き
た
と

い
え
る
。
し
か
し
、
日
本
側

の
前
提
と
し
て
い
る

「文
化
の
高
低
」
の
基
準
は
、
日
本
人
以
外
に
は
共
有
さ
れ
る
も
の

で
は
な
く
、
独
善
的
な

「論
理
」

に
よ
る
も
の
で
あ

っ
た

こ
と
は
、

た
と
え
ば
藤
井

[8
0
己

や
池
田

[N
O
O
己

が
示
し
て
い
る
と
お
り

で
あ
る
。

五

『日
泰
文
化
』
の
執
筆
者
た
ち
と
内
容

次

に

、
本

文

の
内

容

を

見

て

い
く

こ

と

に

し

た

い
。

本
文

の
執
筆
者
と
記
事
名
、
そ
の
内
容

の
概
要
に
つ
い
て
は
、
表

1
に
示
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
本
誌
が
タ
イ
を
中
心
に
配
布
さ
れ
、

タ
イ
語
表
記
が
中
心
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
本
文

の
内
容
は
日
本
文
化

の
宣
伝
に
多
く

の
紙
面

が
費
や
さ
れ
る
の
が
自

然

で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
実
際
に
は
日
タ
イ
両
文
化
の
交
流

を
主
題
と
す
る
も
の
が
七
本
と
半
数
を
占

め
、
次

い
で

(し
か
し
か

な
り
の
力
作
を
含
ん
で
)
タ
イ
文
化

の
紹
介

が
五
本

に
及
ん
で
い

る
。
日
本
文
化

の
紹
介
は
、
鈴
木
大
拙

に
よ

る
禅

に
関
す
る
も
の

ハ　
　

と
、
荒
木
十
畝

に
よ
る

「東
洋
画
」
に

つ
い
て
の
も
の
し
か
な
い
。

し
か
も
前
者

に
つ
い
て
は
、
そ
の
内
容

の
大
半

は
中
国
に
お
け
る
禅

の
発
展
を
描
く
も
の
で
あ
り
、
後
者

に
つ
い
て
は
、
日
本
画
を
中
心

と
し
な
が
ら
も

「東
洋
画
」

に
つ
い
て
言
及

し
た
も

の
で
あ
る
か

ら
、
ど
ち
ら
も
厳
密
に
言
え
ば

「日
本
文
化

の
紹
介
」
と
も
断
定
で

き
な

い
も
の
で
あ
る
。

日
タ
イ
交
流
を
主
題
と
し
た
も

の
の
内
容

は
次

の
と
お
り
で
あ

る
。
日
泰
文
化
会
館
館
長
の
柳
沢
健
に
よ
る

「日
泰
文
化
会
館

の
使

命
」
は
、
柳
沢
が

一
九
四
三
年

一
月
に
日
比
谷
公
会
堂

で
実
施
し
た

講
演
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
で
あ
り

[柳
沢

19
4
3:
15
5-
1
6
1]
、
そ
れ
ま

で
の
日
タ
イ
文
化
交
流
を
振
り
返
り
、

こ
れ

か
ら
の
文
化
会
館

の
役

割
を
描
く
も

の
で
あ
る
。
ま
た
、
日
泰
文
化

会
館
館

員
と
し
て
新

聞

・
出
版
関
係
を
担
当
す

る
笹
岡
巌

の

「日
泰
文
化
血
盟

の
日
」

は
、

一
九
四
二
年

一
二
月
二

一
日
の
日
泰
文
化
協
定
批
准
書
交
換

の

様
子
を
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
方
、
国
際
文
化
振
興
会
専
務
理

3t9一 戦時下 日本 による対 タイ文化宣伝 の一断面



表1『 日泰文化」記事内容

執筆者 執筆者肩書 記事名

記事内容

日本文化

紹介

タイ文化

紹介

両国

文化交流

柳沢 健 日泰文化会館館長 日泰文化会館の使命 0

村上直次郎
文学博士・帝国学士

院会員
日泰交渉の跡 0

川島理一郎
洋画家 ・文部省美術

展覧会審査員
泰の古代仏教美術 0

チ ャムル ー ン ・

サ ワットチ ュー トー

チュラロンコーン大学

講 師
泰の音楽 O

鈴木大拙 大谷大学教授 禅の二種類 0

荒木十畝
日本画家・帝国芸術

院会員
東洋画の精神 0

三木 栄 泰国国立美術院技師 泰の美術工芸(D 0

プラパ ー シー ・

シリウォー ラサ ー ン

泰国

女流ジャーナリスト
女性と文学 0

秦 豊吉 東京宝塚劇場社長 日泰舞踊芸術の交流 0

アヌマ ーンラーチ ャ

トン
泰国芸術局局長 文学上の美人 O

矢田部保吉
国際学友会理事長 ・

日本タイ協会理事長

留日泰学生と共にあ

りて
0

宮原武雄
三井タイ室東京事務

局長
日本における泰文献 0

黒田 清
伯爵・国際文化振興

会専務理事
日泰文化関係 O

笹岡 巌 日泰文化会館館員 日泰文化血盟の日 0

計 z 5 7

注 執筆者肩書は、『日泰文化』181頁 に掲載されているものを用いた。

事

の
黒
田
清
に
よ
る

「日
泰
文
化
関
係
」

は
、
本
稿

で
す
で
に
見
た
よ
う
に

一
九
四

〇
年
代
前
半
の
日
タ
イ
関
係
団
体
と
交
流

を
概
観
し
た
も
の

で
あ
る
。
同
様

に
、
国

際
学
友
会
理
事
長

・
日
本
タ
イ
協
会
理
事

バ　
　

長

で
あ
る
矢
田
部
保
吉

の

「留
日
泰
学
生

と
共
に
あ
り
て
」

は
、
国
際
学
友
会
事
業

に
関
連
し
て
、
タ

イ
人
の
日
本
留
学
の
沿

革
と
概
要
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
秦
豊

吉
は
、
三
菱
商
事
勤
務
後
に
東
京
宝
塚
劇

場
社
長
と
な

っ
た

人
物

で
あ
り
、

「東
宝

舞
踊
隊
」

の
主
宰

で
あ
る
。
そ
の

「日
泰

舞
踊
芸
術

の
交
流
」
は
、

一
九
三
五
年
以

降

の
日
タ
イ
間
の
舞
踊
芸
術
交
流
に

つ
い

て
紹
介
し
て
い
る
。
三
井
タ
イ
室
東
京
事

務
局
長
の
宮
原
武
雄
は
、
自
身
も
タ
イ
関

係

の
多
く

の
著
作
を
刊
行
し
て
い
る
が
、

「日
本

に
お
け
る
泰

文
献
」

で
は

一
九

四

二
年
ま
で
の
出
版
物
を
紹
介
し
て
お
り
、

当
時

の
日
本
に
お

い
て
蓄
積
さ
れ
て
い
た

タ
イ
関
係
知
識
リ

ス
ト
と
も
い
え
る
も
の

で
あ
る
。
日
タ
イ
関
係
に
つ
い
て
歴
史
を

遡

っ
て
概
観
す
る
も
の
と
し
て
は
、
日
本

3zo



に
お
け
る
東
南

ア
ジ
ア
史
研
究

の
先
覚
者
、
村
上
直
次
郎
の

「日
泰

交
渉

の
跡

」
が
あ
る
。

こ
れ
は
、
琉
球
と
タ
イ
と
の
交
易
か
ら
説
き

起

こ
し
、
山
田
長
政
が
活
躍
す
る

一
七
世
紀
前
半
の
日
タ
イ
間

の
交

易
関
係
を
中
心
に
日
タ
イ
関
係
史
を
概
述
し
て
い
る
。

タ
イ
文
化

の
紹
介
と
し
て
は
、
日
本
人
に
よ
る
も
の
と
タ
イ
人
に

よ
る
も
の
が
あ
る
。
日
本
人
に
よ
る
記
事
は
、
物
質
文
化
的
な
ア
プ

ロ
ー
チ
を
し
て
い
る
点

で
共
通
し

て
い
る
。
二
度
ほ
ど
渡
タ
イ
の
経

験
を
も
つ
川
島
理

一
郎

の

「泰

の
古
代
仏
教
美
術
」
は
、
タ
イ
の
仏

像
を
ア
ジ

ア
全
体
の
美
術
史
に
位
置
付
け
よ
う
と
し
て
い
る
。
タ
イ

の
芸
術
局
等

に
勤
務
し
て
い
た
三
木
栄
は
漆
工
が
専
門
で
あ
る
が
、

「泰

の
美
術
工
芸
(
一
)
」
で
は
寺
院
建
築
、
仏
像
、
絵
画
、
図
案
、

ムぬ
　

彫
刻
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
る
。

一
方
タ
イ
人
に
よ
る
記
事
は
音
楽

や
文
学
に
関
す

る
も

の
で
あ

る
。

チ

ャ
ム
ル
ー

ン

・
サ

ワ
ッ
ト

チ

ュ
ー
ト
ー
の

「泰

の
音
楽
」
は
、
本
誌
の
た
め
の
書
き
下
ろ
し
で

あ
り
、
タ
イ
の
伝
統
音
楽
の
概
要
と
変
遷
を
紹
介
し
て
い
る
。
プ
ラ

パ
ー
シ
ー

・
シ
リ
ウ

ォ
ー
ラ
サ
ー

ン
の

「女
性
と
文
学
」

は
、

ス

コ
ー
タ
イ
時
代
か
ら
現
代
に
至
る
タ
イ
女
性
の
文
学

へ
の
貢
献
を
概

述
し
た
も

の
で
あ
る
。
ま
た
、

「タ
イ
民
俗
学
の
父
」
と
称
え
ら
れ

る
ア
ヌ
マ
ー
ン
ラ
ー
チ
ャ
ト
ン
の

「文
学
上

の
美
人
」
は
、
タ
イ
の

文
学
史
上

で

「美
人
」
が

い
か
に
叙
述
さ
れ
て
き
た
か
を
具
体
的

に

描

い
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
首
相
夫
人
で
あ
る
ラ
イ

エ
ッ
ト
の

誕
生
日
を
記
念
し
た

一
〇
月
二
五
日
用
の
ラ
ジ
オ
放
送
原
稿
を
再
録

し
た
も
の
で
あ
る
。
『日
泰
文
化
』
に
採
り
上
げ
ら
れ
て
い
る

「夕

イ
文
化
」
は
、
当
時
の
ピ
ブ
ー
ン
政
権
が
進
め

て
い
た
文
化
政
策
に

よ

っ
て
奨
励
さ
れ
た
西
洋
的

「文
化
」
で
は
な
く
、
タ
イ
の

「伝
統

文
化
」
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
お
り
、

こ
れ

は
西
洋
化
を
称
賛
し
な

い
日
本
人
が
読
者
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
た

こ
と
に
も
起
因
す
る
と

思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
本
誌
の
内
容
は
日
本
文
化

の
タ
イ
に
対
す
る
押
し

付
け
的
宣
伝
と
は
全
く
言
え
な
い
も
の
で
あ

る
。
そ
も
そ
も
、
日
本

文
化
の
優
秀
性
を
賛
美
し
よ
う
に
も
、
日
本
文
化

の
紹
介
記
事
が
ほ

と
ん
ど
掲
載
さ
れ
て
い
な

い
の
で
あ
る
。

こ
れ

に
は

「文
化
侵
略
」

と
い
う
汚
名
を
蒙
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
た

い
と
い
う
柳
沢

の
理

念
が
働

い
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

そ
の

一
方

で
、
そ
も
そ
も
タ
イ
人
を
し
て
日
本
文
化
が
高
度
で
あ

る
と
感
服
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
な

「日
本
文
化
」

と
い
う
も
の
が
、
は

た
し
て
宣
伝
材
料
と
し
て
ど

こ
ま
で
準
備

で
き
る
よ
う
な
も
の
で

あ

っ
た
か
と
い
う
疑
問
も
残
る
。
西
洋
列
強

に
対
す
る
よ
う
に

「オ

リ

エ
ン
タ
リ
ズ
ム
」
を
喚
起
す
る
よ
う
な

「伝
統
日
本
」
の
表
面
的

イ
メ
ー
ジ
を
提
示
す
る
だ
け
で
は
、
お
そ
ら

く
タ
イ
人
を
心
服
さ
せ

る

(少
な
く
と
も
日
本
を

「兄
」
と
し
て
敬

わ
せ
る
)
こ
と
は
で
き

な
か

っ
た

で
あ
ろ
う
。
逆

に
、
『F
R
O
N
T
』

誌

に
掲
載
さ
れ
た
宣

伝
写
真

の
よ
う
に
、
天
皇
や
そ
の
象
徴
と
し
て
の
皇
居
、
軍
事
力
、

工
業
力
と
い
っ
た
も
の
に
全
く
触
れ
ら
れ
て

い
な
い
の
は
、
柳
沢

の

「無
理
強

ひ
」
を
避
け
よ
う
と
す
る
姿
勢
と
と
も
に

『日
泰
文
化
』

誌
が

「政
治
」
や

「産
業
」
と

い
っ
た
も

の
で
は
な
く

「文
化
」
に

戦時下日本による対タイ文化宣伝の一断面32t



軸
足
を
置

い
て
し
ま

っ
た
こ
と
に
も
起
因
す
る
と
思
わ
れ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
タ
イ
人

に
対
し
て
効
果
的
に
宣
伝
活
動
を
展
開

す
る
に
は
、
宣
伝
内
容

で
あ
る
日
本
文
化

・
日
本
事
情
に

つ
い
て
の

広
範
な
知
識
と
と
も
に
宣
伝
対
象
で
あ
る
タ
イ
人
の
価
値
観
を
正
確

に
理
解
し

て
お
く
こ
と
が
前
提
と
し
て
不
可
欠
で
あ
っ
た
が
、
そ
の

点
に
お
い
て
、
日
本
文
化
全
般
に
通
じ
た
タ
イ
文
化
専
門
家
を
ほ
と

ん
ど
擁
し
な
か

っ
た
柳
沢

の
チ
ー
ム
が
効
果
的
な
宣
伝
を
展
開
す
る

こ
と
は
、
根
本
的
に
不
可
能

で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

結

び

以
上
、

一
九
四
〇
年
代
前
半
に
お
け
る
日
本
の
対
タ
イ
文
化
宣
伝

の

一
端
を
、
文
化
宣
伝
誌

『
日
泰
文
化
』
の
刊
行
を
め
ぐ
る
状
況
と

内
容
を
分
析
す
る
こ
と

で
観
察
し
て
き
た
。

一
九
三
〇
年
代
後
半
、
日
本
は
タ
イ
に
も
文
化
宣
伝
を
担
当
す
る

機
関
で
あ

る
日
泰
文
化
研
究
所
を
設
置
し
た
。
国
際
文
化
振
興
会

の

対
外
宣
伝

も
、
そ
の
よ
う
な
機
関
を
経
由
し
た
り
し
て
タ
イ
に
達
し

て
い
っ
た
。
ま
た
、
研
究
所
は
独
自
に
対
タ
イ
日
本
文
化
宣
伝
冊
子

を
作
成
し
、
タ
イ
に
普

及
さ
せ
て
い
っ
た
。

一
九
四
二
年

に
な
る
と
、
日
泰
文
化
協
定
の
締
結
準
備
に
並
行
し

て
、
対
タ

イ
文
化
宣
伝

の

一
元
的
機
関
と
し
て
日
泰
文
化
会
館

の
設

置
準
備

が
急
ピ

ッ
チ
で
進
ん

で
い
っ
た
。

そ
の
館
長
と
な
る
柳
沢

は
、
外
務
省

で
対
外
文

化
政
策
を
担
当
し
て
き
た
人
物

で
あ
り
、
中

国
に
対
し
て
日
本
が
実
施
し
て
き
た
文
化
工
作
の
よ
う
な

「無
理
強

ひ
」
を
す
る
こ
と
に
よ

っ
て

「文
化
侵
略
」
と
い
う
汚
名
を
蒙
る
こ

と
は
避
け
た

い
と
考
え
る
よ
う
な
思
考
を
も

っ
て
い
た
が
、
そ
の

一

方
で
日
本
文
化
を

「高

い
文
化
」
、
タ
イ
文
化

を

「低

い
文
化
」
と

考
え
、
日
本
文
化

の
影
響
を
与
え
る
こ
と
で
タ
イ
文
化
を

「向
上
」

さ
せ
よ
う
と
す
る
よ
う
な
当
時
の
日
本
人
知
識

人
が
共
有
し
て
い
た

観
念
か
ら
自
由

で
あ

っ
た
わ
け
で
は
決
し
て
な
か

っ
た
。

日
本
文
化
会
館
は
、

一
九
四
二
年
末

の
日
泰
文
化
協
定
締
結
を
記

念
し
て
、
機
関
誌
と
し
て

『日
泰
文
化
』
誌

を
刊
行
す
る
が
、
そ
れ

は
紙
の
配
給
が
厳
し
く
な

っ
て
い
た
当
時
と

し
て
は
非
常
な

「豪
華

版
」
で
あ

っ
た
。
印
刷
に
は
国
際
文
化
振
興
会

の
援
助
下
で
対
外
日

本
文
化
宣
伝
誌

『Z
弓
℃
O
Z
』
を
刊
行
し
て

い
た
、
名
取
洋
之
助
率

い
る
国
際
報
道
株
式
会
社

が
当
た

っ
た
。
日
本

で
は
入
手
困
難

で

あ

っ
た
タ
イ
文
字
活
字
も
本
誌
刊
行

の
た
め
に
新
鋳
さ
れ
た
。

『
日
泰
文
化
』
の
特
徴
は
、
日
タ
イ
両
語
で

ほ
ぼ
同
じ
内
容
が
書

か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
三
千
部

の
印
刷
部
数

の
う
ち
二
千
冊
は

タ
イ
に
お
い
て
配
布
さ
れ
た
。
内
容
は
、
日
本
語
よ
り
タ
イ
語
を
重

視
し
た
も
の
で
あ
り
、
日
タ
イ
が
対
等
な
関
係

に
あ
る
よ
う
に
見
え

る
も
の
で
あ

っ
た
。
記
事
に
つ
い
て
も
、
日
本
文
化

の
押
し
つ
け
の

よ
う
な
内
容
は
見
ら
れ
ず
、
タ
イ
文
化

の
紹
介

に
十
分
な
紙
幅
が
割

か
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
そ
こ
に
寄
せ
ら
れ
た
日
タ
イ
の
政
治
指
導
者
等
か
ら
の

祝
辞
は
、

一
見
日
泰
文
化
協
定

の
成
立
を
祝

い
両
国

の
友
好
と
協
力

3sz



を
寿
ぐ
よ
う
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
な
が
ら
も
、
タ
イ
側
は
タ
イ

「固
有
」

の
文
化
を
日
本
文
化

の
進
出
か
ら
守
ろ
う
と
日
本
側
を
牽

制
す
る
意

図
を
表
明
し
た
も
の
で
あ
り
、

一
方
日
本
側
は
日
本
文
化

の

「優
秀
性
」
に
よ
っ
て
タ
イ
文
化
を
指
導
し
日
本
の
忠
実
な
協
力

者
に
仕
立

て
上
げ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
も
の
で
あ

っ
て
、
両
者

の

認
識

の
懸
隔
が
穏
や
か
な
が
ら
噴
出
し
て
い
る
も
の
で
あ

っ
た
。
本

文

に
お
い
て
日
本
文
化

の
紹
介
が
ほ
と
ん
ど
さ
れ
な
か

っ
た

の
も
、

柳
沢
の

「無
理
強
ひ
」
を
回
避
し
よ
う
と
す
る
理
念
に
起
因
す
る
と

と
も
に
、
柳
沢
率

い
る
日
本
文
化
会
館
チ
ー
ム
が
、
タ
イ
人
に
対
し

て
効
果
的

に
宣
伝
活
動
を
展
開
す
る
の
に
不
可
欠
な

「タ
イ
文
化
」

に
対
す
る
深
い
理
解
と

「日
本
文
化
」
全
般

の
理
解
と
の
両
側
面
を

可
能
に
す

る
専
門
家
を
欠
い
て
い
た
こ
と
に
原
因
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
。こ
の
よ
う
に
、
日
本
の
対
タ
イ
文
化
宣
伝
誌

『日
泰
文
化
』

は
、

一
見
、
対
等
で
相
互
主
義
的
な
紙
面

で
あ
り
な
が
ら
、
し
か
し
仔
細

に
観
察
し
て
い
く
と
紙
上
に
お
い
て
日
タ
イ
間
の
微
妙
な
駆
引
き
が

繰
り
広
げ

ら
れ
、
ま
た
日
本

の
対
タ
イ
文
化
宣
伝
の
矛
盾
も
露
呈
し

て
お
り
、
紙
面
を
通
し
て
日
タ
イ
両
者

の
意
図
の
せ
め
ぎ
合

い
が
浮

か
び
上
が

っ
て
く
る
よ
う
な
冊
子

で
あ

っ
た
。
そ
の
意
味

で
、
『
日

泰
文
化
』
誌
は
、
戦
時
下
日
本

の
対
タ
イ
文
化
宣
伝

の
最
前
線

で

あ
っ
た
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。

注〈1
>

た

と

え

ぼ

、

難

波

[
冨
O
°。
]

や

柴

岡

[N
O
O
己

、

白

山

・
堀

[a
o
o
b
]

が
挙
げ

ら
れ

る
。

『
N
I
P
P
O
N
』

に

つ
い
て

は
、

そ

の
中

心

と

な

っ
て

い
た
名

取

洋
之
助

の
活

動

を
紹

介

す

る
展

覧
会

が

一
九
七

〇
年

代
末

以
降
開

か

れ

て

い
き
、

二
〇
〇

二
年

か

ら

二
〇

〇

五
年

に

か

け

て

は
復

刻

版

が
刊

行

さ
れ

た
。

ま

た

『
F
R
O
N
T
』

は

一
九

八

九

年

か
ら

一
九

九
〇
年

に
か
け

て
復

刻
版

が
刊

行

さ
れ

、
制
作

に
参

加

し

て

い
た
多

川
精

一
に
よ

る

一
連

の
著

作

が
発
表

さ

れ
た

り
、

月

刊

誌

『
す
ば

る
』

N

Q
F
R
O
N
T
』

の
特

集

が
組

ま
れ

た

り
す

る
な

ど

(
一
九
九
〇

年

一
〇
月

号
)
、

大

い
に
注

目
を
集

め
た
。

〈
2
>

東

南

ア
ジ

ア

に

対

す

る

日

本

の
文

化

宣

伝

の
具

体

像

は
、

G
o
o
d
m
an

[1
9
9
1
]
"
倉

沢

[
1
9
9
7
]
、
N
a
ra
n
g
a
&

C
rib
b

[2
0
0
3
]

所

収

の
諸
論
文

に
お

い
て
論

じ
ら

れ

て

い
る
。

〈
3

>

フ

ィ
リ
ピ

ン
に
対

す

る
文

化
宣

伝

に
お

い
て
、
英

語

や
現
地

語

に
よ

る
日
本
宣

伝

パ

ン
フ

レ

ッ
ト

や
雑

誌

が
利

用
さ

れ
た

こ
と

に

つ

い
て
は
、
寺

見

ロ
℃
O
S
N
ひ
8
-
2
6
9
]

が
指
摘

し
て

い
る
。

〈
4
>

『
Z
弓

℃
O
Z
』

三
五

号

に
掲

載

さ

れ

て

い
る
宣
伝

に

よ
れ
ば

、

ロ

を

『
カ

ウ
パ

ア
プ

・
タ

ワ

ン
オ
ー

ク

(己
ご
ヨ
≦
霞

の
ピ
c9
②
コ
)
』

は
、

タ

イ

語

と

日
本
語

に
よ
る
月

刊
誌

で
、

お
お
む

ね

四
〇

ペ
ー

ジ

の
も

の
で

あ

る
と

い
う

[N
IP
P
O
N

3
5
,
1
9
4
4
:
5
7
]
°
内

閣

情
報

局

の
指

導

で

発
行

さ

れ

て

い
た

と

い
う

[
師

岡

¢
S
0
:
1
5
8
]
°

同
誌

は

一
九

四

四

年

八

月

一
五

日

発

行

の

二

六

号

ま

で
発

行

さ

れ

た

[
白

山

・
堀

2
0
0
6
:
1
5
2
]
°

〈5
>

国
際
文
化
振
興
会
専
務
理
事
で
あ
り
、
東
京
の
日
タ
イ
協
会
理

戦時下日本による対タイ文化宣伝の一断面323



事

で
も
あ

る
黒

田
清

伯
爵

は
、

一
九

一
九

年
東

京
帝

国

大
学
政

治
科

卒

業
後

、

フ
ラ

ン
ス

に
留

学

し
た

人
物

で
あ

り
、

日
本

映
画
社

理
事

も
務

め

て

い
る
。

一
九

四

一
年

、

国
際
文

化
振

興
会

理
事

と

し

て
タ

イ
を
訪

問

し
た
経

験

を

も

つ
。

〈
6
>

こ

の
協

会

の

一
九

四
〇
年

代
前

半

ま

で
の
動
き

は
、
同
協

会

が

発

行

し

て

い
た

『
日

本

タ
イ
協

会

会
報
』

に

よ

っ
て
追

う

こ
と
が

で

き
る
。

〈
7
>

一
九

三

二
年

か

ら

翌
年

に

か
け

て
鉄

道
局

総
裁

を
務

め

た
プ

ラ

ヤ
ー

・
サ
リ

ッ
ト
デ

ィ
カ
ー

ン
バ
ン
チ

ョ
ン

(=
超
3
餓
」
ご
動
ヨ
"
ピ
呂

2
)

の

こ
と

と
思

わ

れ

る
。
末

廣

に

よ
れ
ば

、
彼

は
イ
ギ

リ

ス
留
学

後

一

貫

し

て
鉄

道

局

に
勤

務

し
、

一
九

三
〇
年

代

に
数

度

日
本

を
視

察
旅

行

で
訪

れ

て

い
る

[
末
廣

1
9
9
6
:
19
9
-
2
0
0
]
°

〈
8
>

一
九

三
九
年

か

ら
内

務

副
大

臣
、

一
九

四

一
年

か

ら
内

務

大
臣

の
職

に

あ

っ
た

ル

ワ

ン

・
チ

ャ

ウ

ェ
ー

ン
サ

ッ
ク

ソ

ン
ク

ラ

ー

ム

ぬ

(=
3

幽霞
の
巽
コ
コ
2

コ
u
ぎ

)
と

思
わ

れ

る
。

〈
9
>

プ

ラ

・
ピ

ピ

ッ
ト

サ

ー

リ

ー

(ま

当

津

職
醜
)

と

い
う

人

物

で
あ

る

と
考

え

ら

れ

る

[
111・lE
-
1
9
6
3
:
4
3
]
°

星

田

の
回

想

に

よ

れ

ば
、

こ

の
人
物

は

「元
、

農
務

省

の
属
吏

」

で

「日

泰
親
善

に
は
非

常

に
熱

心

で
努

力

し

た

人
」

で
あ

っ
た

の
だ

が
、
彼

が

日
泰

協

会

の

会
長
候

補

と

な

っ
た

際

、
日
本

人

側

か
ら
は

日
本

の
日
泰
協

会

は
近

衛
公
爵

が
会
長

で
秩

父
宮

が

総
裁

で
あ
る

の
に
タ

イ

の
日
泰

協

会

の

会
長

が
大

臣
級

で
な

い

の
は

「
タ
イ
国

と
し

て
は
余

り

に
冷

淡

で
あ

る

」

と

の
説

が
出

て

こ

の
人
物

の
会

長
就

任

を

拒

否

し

た

と

い
う

[
星

田

1
9
6
3
:
7
5
-
7
6
]
°

〈
10
>

委

員

と

し

て

は
、

タ

イ
側

か

ら

は
芸

術

局

長

ル

ワ

ン

・
ウ

ィ

チ

ッ
ト

ワ
ー
タ

カ

ー

ン
、

海

軍

大
佐

「プ

ラ
チ

ャ
ク

ラ
」
、
経

済

省

商
務

局

長

「プ

ラ

・
プ

ラ

モ

ン
」
、

日
本

側

か
ら

は

三
井

支
店

長

の

高

月
、

三

菱

出

張

所
長

の
新

田
、

三

木

栄

ら

が
名

を
連

ね

て

い
る

[
m
泰

文
化

1
9
4
4
:
1
°。
己
。

「プ

ラ
チ

ャ
ク

ラ
」

は
、
プ

ラ

・
チ

ャ
ク

ユ

ユ

ヒ

の

ラ

ー

海

軍

少

将

(≦
◎
,琶

2
u
≦
超

o
コ
ヨ
彗

毬

o
)
、
「プ

ラ

・
プ

ラ

モ

ン
」

に

つ
い
て

は
、

プ

ラ
・
プ

ラ

モ

ン
パ

ン
ヤ
ー

(≦
超
巳
鎚
ピ
2
夢

弓

)

で
あ

る
と

思
わ

れ

る
。

〈
H
>

ニ

ュ
ー

ヨ
ー

ク

の
日

本
文

化
会

館

も

一
九

三

八
年

=

月

に
設

置

さ
れ

て

い
る

[
加
納

2
0
0
1
:
1
7
9
]
°

〈
12
>

タ
イ

室
東

京

事
務

局

は
、

「三

井
逞

羅
室

」

と

し

て

一
九

三

五

年

に
設

置

さ
れ
、

一
九

四
〇
年

に
三
井

か
ら
独

立

し

て

「タ

イ
室
東

京
事
務

局
」

と

な

っ
た
機
関

で
あ

る
。

日
本
語

に

よ

る
タ
イ
関

係

の

多

く

の
書
籍

を
刊

行

し
た
。

〈
13
>

一
九

三
五
年

、
初

代
松

坂

屋
社

長
、
伊

藤

次
郎
左

衛

門
祐

民

を

会
長

と
し

て
設
立

さ
れ

た
。

伊
藤

の
対

タ
イ
事
業

に

つ
い

て
は
上
坂

[
1
9
9
8
]

に
詳

し

い
。

〈
14
>

黒

田

に
よ

れ
ば

、

岡
崎

忠
雄

を
会

長

と
し

、
東
京

の
日
タ

イ
協

会

と

の
連
絡

の
も
と

、
文

化

関

係
事

業

を
展

開

し

た

と

い
う
。

な

お
、
黒

田

は
言
及

し

て

い
な

い
が
、
大

阪

に
は

「大

阪
日
逞

貿

易
協

会

」

が
あ

り
、

一
九

三
九

年

に

「大

阪
泰

国

貿
易

協

会

」
、

一
九

四

三
年

に

「大

阪
日
泰

協
会

」

と
改

称

し

て

い
る

[
日
本

タ

イ
協
会

会

報

17

1
9
3
9
:
8
8
、

日
本

タ
イ
協

会
会

報

36

1
9
4
3
:
8
8
]
°

〈
15
>

国
際

文
化

振

興
会

の
事
業

と

性
格

に

つ
い
て
は
、
柴
崎

[這
ゆ
O
]

に
よ

る
詳

細

な
研
究

が

あ

る
。

〈
16
>

そ

の
他
、

日
本

に

よ

る
対

外
宣

伝
誌

と

し

て
は
、
参

謀

本
部

の

324



指

導
下

で
刊

行

さ
れ
た

『
「
閃
O
Z
昌

が
著
名

で
あ

る
。

〈
17
>

岡
部

子
爵

と
は
、

国
際
文

化
振

興
会

副
会

長

で
あ
り
東

京

の
日

タ
イ
協

会

理

事

を
務

め

て
い
た

岡
部

長
景

の
こ
と

で
あ

る
。
岡
部

は

一
九

〇
九

年

東
京

帝
国

大
学

政

治
科
卒

業
後

、
外

務
省

に
入
省

し
、

対

支
文

化

事

務
局

事
務
官

や
文

化

事
業

部

長
等

を
歴
任

し

、

一
九

三

〇
年

か

ら

は
貴
族

院
議

員
を
務

め

て

い
た
。

一
九

四
三
年

四
月

に

は

東

条
内

閣

の
文
相

に
就

任
し

て

い
る
。

〈
18
>

黒

田
伯

爵

と

は
、

黒

田
清

の
こ
と

で
あ

る
。

〈
19
>

「
日
本
文

化

研
究

所
」

と
表

記

さ
れ

る

こ
と
も
あ

る
。

「
日
泰

文

化
研

究

所
」

が

発
行

し
た

タ
イ

語
書
籍

に
よ
れ
ぼ

、
研

究

所

の
タ
イ

語

名

称

は

,
2
9
臨

コ
監
98翌
ご
潮

望

曲
此
ピ
』
ぎ

.
で

あ

る

[瓢
巷

雪

㏄

』
s
一
コ
逡

。゚
占

。

〈
20
>

「
日
本

文
化

会
館

」

と
表

記

さ

れ

る

こ
と

も
あ

る
。

〈
21
>

長

谷

川

の
依
拠

し
た
松

宮

一
也

『
日

逞
文
化

事
業

実

施
並

調
査

報

告
書

』

に

は
、

「盤

谷

日
本

文

化

研
究

所

」
と

記

載

さ

れ

て

い
る

と

い
う
。

〈
22
>

昭

和

一
七
年

当

時

の
日
泰

文

化

研

究

所

作
成

の
地

図

に

よ

れ

ば

、
位

置

は

王
宮

と
チ

ャ
オ
プ

ラ

ヤ
ー
川

の
間

で
、

王
宮

の
東

北

で

は
な

く
西

北

に
当

た

る
。

タ
ー

・
チ

ャ
ー

ン
船
着

き

場

の
南
側

、
現

在

の
海

軍

ク

ラ
ブ

の
位
置

で
あ

っ
た

と
考

え

ら
れ

る
。

〈
23
>

平

等

は
、
東
京

帝

国
大
学
文

学
部

梵

語
学
梵

文

学
科

出
身

の
浄

土
真

宗

僧

侶

で
あ

る
が
、

軍

の
広
東

機

関

に

お

い

て
工

作

に
か

か

わ

っ
た
経

験

を
有

す

る
な
ど
、

軍
と

の
関

係

の
強

い
人
物

で
あ
り
、

タ

イ

赴

任

に
際

し

て
も

軍

属

の
身

分

を

保

持

し

て

い

る

[
平

等

1
9
7
9
]
°

〈
24
>

三
木

は
、

一
八

八

四
年

群
馬
県

出
身

で
、
東

京
美

術

学
校

漆

工

科

を

一
九

一
〇

年
卒

業

、

一
九

=

年

タ
イ

に
渡

っ
て
タ

イ

の
宮

内

省

や
教

育

省

芸

術

局

に

一
九

四
〇

年

ま

で
勤

務

し

た

人
物

で

あ

る

[
三
-}F
1
9
6
3
:
7
9
-
1
0
6
]
°

〈
25
>

タ

イ
文
字

も

日
本
文

字

も
活
字

が

用

い
ら
れ

て

い
な

い
。

〈
26
>

現
物

の
存

在

に

つ
い
て
は
確

認

で
き

て

い
な

い
。

〈
27
>

タ

イ
語

で

「
日
本

の

こ
と

が
知

り
た

か

っ
た

ら
、

「
日
本

」

を

読

み
ま

し

ょ
う
。

日

の
昇

る
国
」

と
書

か
れ

て

い
る
。

〈
28
>

昭
和

一
八
年

六
月

以
降

の
刊

と

さ
れ

て

い
る
も

の
は
、

こ
の
記

事

が
掲
載

さ

れ
た

『
日
本

タ
イ
協

会
会

報
』

が
昭

和

一
八
年

六
月

に

発

行

さ
れ

て

い
る

こ
と

か

ら
、
刊

行
年

月

日
に
矛
盾

が
あ

る
た

め
、

他

の
書
籍

と

同
様

昭
和

一
六
年

も
し

く
は
同

一
七

年
刊

行

の
誤
記

で

は
な

い
か
と

思

わ
れ

る
。
列

挙

さ
れ

た
書
籍

の
う

ち
、

昭
和

一
八
年

一
二
月

刊
と

さ

れ

て

い
る

『
泰
文

日
本

学
校

案
内

』

は
、
東

洋
文

庫

に
所
蔵

さ

れ

て

い
る
が
、

こ
れ
は
昭
和

一
七

年

一
二
月
発
行

で
あ

る

[
日
泰
文

化

研
究

所

這
占
げ
]
。

〈
29

>

こ

の

「
最
新

盤

谷

案

内

地

図

」

は
、
。。
田
q
Z

に
よ

っ
て

「改

訂

復
刻

版

昭
和

一
七
年

の

バ

ン
コ
ク
案

内

図
」

と

し
て
復

刻
販

売

さ

れ

て

い
る
。

〈
30
>

日
泰
文

化
協

定

の
締

結

に
向

け

て
の
動

き
と
、

日
泰

文
化

会
館

設

置

へ
の
動
き

に

つ
い

て
は
、
加
納

[い
O
O
ド
]

を
参

照

さ
れ

た

い
。

〈
31
>

な

お
、
寺

見

に
よ

っ
て
編
集

・
復
刻

さ

れ
た

フ
ィ
リ
ピ

ン
に
駐

屯

し
た
第

一
四
軍

の
宣
伝

班

史
料

に

よ
れ
ば

、

一
九

四
二
年
頃

に
な

る
と

、
外

務
省

や
内

閣
情

報

局

に
よ

る
対

外
文

化

政
策

の
文
脈

の
中

に

あ

っ
た

「
日
本
文

化

会
館

」

を
、
東
南

ア
ジ

ア
各
地

に
展

開

し
た

戦時下日本による対タイ文化宣伝の一断面325



日

本
軍

の
宣
伝

に
お

い
て
も
活

用
し

よ
う

と

す

る
動
き

が
現

れ

て
く

る

こ
と

が

わ
か

る

[寺

見

1
9
9
6
:
1
5
,
2
0
7
-
2
2
8
]
°

〈
32
>

国

際
文
化

事
業

は
、

一
九

四
〇
年

一
二
月

、
外

務
省

か

ら
、
情

報

・
宣
伝

業
務

の

一
元

的
統

合
機

関

と

し

て
設

置

さ
れ

た
内
閣

情
報

局

に
移
管

さ

れ
、
さ

ら

に

一
九

四

二
年

一

一
月

に
は

ア
ジ

ア
地

域

に

お

け

る
対
外
文

化
事
業

は
大
東

亜
省

に
移

管

さ
れ

た
。

し
か

し
、
国

内

の

「対

外
宣

伝
事
務

」

に

つ
い
て
は
内

閣
情

報

局
が
担

当

を
継
続

し
、

国
際

文
化
振

興
会

も

同
局

の
補
助

団

体

で
あ

っ
た

た
め
、

組
織

と

し

て
は
結
局
複

雑

な
も

の
で
あ

っ
た

[
柳
沢

1
9
4
3
:
1
6
-
1
9
]
°

〈
33

>

そ

の
後
、
柳

沢

に
よ

る
新
組

織

発
足

に
と

も

な

っ
て
、
平

等

は

日
本

大
使
館

副
領

事

か
ら

「新

し

い
機

関

が
出

来

る

の
で
、
貴

方

に

は
や

め

て
貰

い
た

い
」
と

告
げ

ら
れ

、

一
九

四
三
年

五

月
に

は
帰
国

す

る

こ
と
に
な

っ
た

[平
等

1
9
7
9
:
3
2
1
-
3
4
2
]
°

〈
34

>

た

と

え
ば

池

田

[
N
8

己

は
、

「東

亜

諸

民

族

」

に
対

す

る

「大

き

な
蔑
視

」

が

日
本

の
政

策
担

当
者

や

「文

化

人

」
た

ち

に
共

有

さ

れ

て

い
た

こ
と

を
浮

き
彫

り

に
し

て

い
る
。

〈
35

>

さ

ら

に

一
九

四

三
年

六

月

に
な

る

と
、

「
日
泰

文

化

会

館

陣

容

」

と

し
て

一
二
名

の
氏

名

が
決
定

・
発
表

さ
れ

た
。

一
九

四
三
年

八

月

の

『
日
本

タ

イ
協

会

会

報

』

三

五

号

に
は
、

教

育

・
日
語

関

係

"
国
友

忠

夫

(
前

国

際

学
友

会
総

主

事

)
、
新

聞

・
出

版

"
笹

岡

厳

(
前
報

知
新

聞

社

会

部

次
長

)
、

美
術

・
映
画

"
里

見
宗

次

(在

仏

一
〇

年
、
ポ

ス
タ

ー
画
家

)
、
音

楽

"
伊

藤

良
平

(東

京

音
楽

学

校

邦

楽
部

卒

)
、

一
般
情

報

"
松
本

薫

(前

京

城
帝

大

教
授

、
内

閣

顧

問

松
本

健

次
郎

氏

子
息

)
、

建
築

"
稲
葉

正

凱

(子

爵
、

前
情

報

局

嘱

託
)
、

田
中
於

蒐

丸

(横

浜
高

工
出
身

)
、

仏
教

"
武
藤

嬰

(前

パ
リ
会
主
事
、
青
年
宗
教
家
)、
記
念
事
業

"
熊
谷
鉄
太
郎

(兵
庫

県
育
人
会
長
)
、
会
計

"
菱
川
敬
三

(前
外
務
省
会
計
理
事
官
)、
産

業
文
化

"
竹
内
三
雄

(東
大
仏
文
科
出
身
、
故
竹
内
栖
鳳
画
伯
息
)、

女
子
体
育

"
中
西
柳
子

(前
松
坂
屋
女
子
総
監
督
)
の
名
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る

[日
本
タ
イ
協
会
会
報
35
19
43
:°。ひ
]。

〈
36
>

『
観
光
』
誌
に
記
載
さ
れ
た
肩
書
は

「大
東
亜
省
嘱
託
」
と

な
っ
て
い
る
。
明
治

一
四
年
生
ま
れ
で
、
東
京
帝
国
大
学
法
科
を
卒

業
後
、
高
等
文
官
試
験
に
合
格
し
て
外
務
省
や
文
部
省
に
勤
務
し
、

一
九
三
六
年
か
ら
大
分
高
等
商
業
学
校
校
長
を
務
め
、
国
際
連
盟
総

会
や
国
際
労
働
総
会
に
日
本
代
表
随
員
等
と
し
て
出
席
し
た
経
験
を

持

つ
人
物
で
あ
る

[人
事
興
信
所
HO
ω℃"
イ

日
。。]。

〈
37
>

国
立
国
会
図
書
館
、
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
図
書
室
、
京

都
大
学
図
書
館
、
京
都
大
学
文
学
部
図
書
室
、
北
海
道
大
学
図
書
館

の
五
施
設
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
は
こ
の
う
ち
、
京
都
大
学
図

書
館
所
蔵
の
も
の
と
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
図
書
室
の
も
の
、

お
よ
び
国
立
国
会
図
書
館
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ

ッ
シ
ュ
化
さ
れ
た
も
の

を
閲
覧
す
る
機
会
を
得
た
。

〈38
>

ほ
ぼ
A
4
の
大
き
さ
で
あ
る
。

〈39
>

一
九
四
二
年
に
参
謀
本
部
の
指
導
に
よ

っ
て
東
方
社
か
ら
刊
行

さ
れ
始
め
た
対
外
宣
伝
誌

『F
R
O
N
T
』
の
場
合
も
、
国
内
パ
ル
プ

資
源
の
逼
迫
に
よ
る
紙
の
配
給
統
制
が
厳
し

い
時
期
で
あ
っ
た
が
、

参
謀
本
部
か
ら
製
紙
会
社
に
連
絡
が
あ
っ
た
た
め
に

「軍
需
」
と
い

う
名
目
で
特
別
に
紙
を
廻
し
て
も
ら
え
た
と

い
う

[多
川

這
。。℃"

2
8
-
3
2
]
°

〈
40
>

『
日
泰

文

化
』

誌

上

の
企

業
広

告

の
分

析

に

つ
い

て
は
、

紙
幅

326



の
都

合
上

、
別
稿

に
ま

わ
し

た

い
。

〈
41
>

タ

イ
語
表
記

に

つ
い
て

は

一
九

四

二
年

に
ピ
ブ

ー

ン
政
権

に
よ

る

タ

イ
文
字

表

記
簡

易
化

改

革

が
行

わ

れ

て

お
り
、

『
日
泰

文

化
』

は

そ

の
表

記
法

に
よ

っ
て
記

述

さ
れ

て

い
る
。

な

お
、
ピ
ブ

ー

ン
政

権

崩

壊
後

に
文
字

改
革

は
撤

回

さ
れ
、
表

記

法

は
旧

に
復

さ

れ
た
。

現
在

の
タ
イ
語
表

記

は
基

本

的

に

こ
の
復

旧

さ

れ
た
表

記
法

に

よ
る

の
で
、

『
日
泰
文

化
』

の
表

記

法

と

は
異
な

る
。

〈
42
>

石
丸

の

一
九

四

三
年

四
月

の
記
事

に

よ
れ
ば

年

四
回

の
発
行

が

予

定

さ

れ

て

お
り

[
111
.

1
9
4
3
:
3
4
]
、

次

第

に
発
行

頻

度

計
画

が

緩

や

か
に
な

っ
て

い
る

こ
と

が

わ

か

る
。

〈
43
>

現
在

の
東
京

都
港

区
、

溜

池
交

差
点

南
東

角

付
近

に
当

た

る
。

一
九

三
六
年

の
地

図

に
よ

れ
ば

、
商

店

や
自

動
車

店

が
軒

を
連

ね

て

い
る

[東

京
交
通

社

這
い
ひ
]
。

〈
44
>

タ
イ
語

版

を

一
九

四
三

年

ま

で
刊

行

し

て

い
た

冒

菊
O
Z
日
』

の
場
合

、

タ
イ
文
字

に

つ
い
て

は
石
井
写

真
植

字

機
研
究

所

(現

・

写

研

)

が
文

字

盤

を
作

っ
て

い
た

の

で

こ
れ

を

利

用

し
た

と

い
う

[多

1

2
0
0
0
:
3
1
7
]
°

〈
45

>

祝

辞

を
寄

せ
た

一
八
名

中

一
四
名

の
祝

辞

の
執
筆

日
付

が
、

タ

イ
語

と
日
本

語
と

で
異
な

っ
て

い
る
。

タ
イ

人
執

筆
者

の
場

合
、

タ

イ
語
部

分

が

一
九

四
三
年

一
月

と

な

っ
て
い
る

の

に
対

し

て
、

日
本

語

部
分

が

一
九

四
三
年

一
二
月

と

な

っ
て
い
る

こ
と

が
多

い
。

日
本

人

執
筆

者

の
場
合

に
は
、
逆

に
日
本

語
部

分

が

一
九

四
三
年

一
月

と

な

っ
て
い
る

の
に
タ
イ
語
部

分

が

一
九

四
三

年

一
二
月
と
な

っ
て

い

る

も

の
が
多

い
。
原

文

の
執
筆

時
期

が

一
九

四

三
年

一
月

で
、
翻

訳

が

一
九

四
三
年

一
二
月

に
な

さ
れ

た
と

い
う

こ
と
か

も
し

れ
な

い
。

〈
46
>

講
演

の
内

容

は
、
柳

沢

ロ
雲
ω
」
い
い
ー
ま
昌

に
掲
載

さ

れ

て

い

る
。

〈
47
>

村

上
直

次

郎

「日
泰

交

渉

の
史

的
考

察

」
、

川

島

理

一
郎

「泰

の
古

代

仏

教
美

術

」
、
宮

原

武

雄

「
タ

イ
国

関
係

文

献

展
望

」
、

「
日

泰
血

盟

の
日
」
が

、

一
九

四

三
年

三
月

の

『
国

際
文

化

』

に
掲

載

さ

れ

て

い
る

こ
と

が
、
『
日
本

タ

イ
協

会
会

報

』

三

四
号

の

「タ

イ

国

関

係

雑

誌

記
事

」

に
挙

げ

ら

れ

て

い

る

[
日
本

タ

イ
協

会

会
報

34

1
9
4
3
:
7
°。
る

O
]
。

〈
48
>

原
語

は

ピ

2
出
②
聲

ヨ
32ご
巳
超
…
塞

≦
α
.
で
あ

る
。

〈
49
>

ピ

ブ

ー

ン
ソ

ン
ク

ラ
ー

ム

に

つ
い
て
は
、

村
嶋

[
這
O
ひ
]
を
参

照

さ
れ

た

い
。
な

お
、

ピ
ブ

ー

ン
は
日
泰

文
化

協
定

批

准

か
ら
間

も

な

い

一
九

四
三
年

二
月

一

一
日
、

ラ
ジ

オ

・
タ
イ

に
対

し

て
今
後

日

本
歌

謡

を
放

送

し
な

い
よ
う
依

頼

し

て

い
る

こ
と

が

ピ
ブ

ー

ン
の
命

を

へ

令

簿

に
見

え

[
O
嵩
亡
2
N
い
斜
O
"
い
日
い
]
、

実

際

に

は
日

本

の
文

化

攻

勢

に
対

し

て
警

戒
感

が
強

か

っ
た

こ
と
が

う
か

が
わ

れ

る
。

〈
50
>

ウ

ィ
チ

ッ
ト

ワ
ー

タ
カ

ー

ン
は
、

ピ
ブ

ー

ン
政
権

の
日
タ

イ
関

係

に

お

い
て
非
常

に
重
要

な
役

割

を
果

た

し
た
人

物

で
あ

る
。

一
九

四
三
年

=

月

に
外
務
大

臣

か

ら
駐
日

大
使

に
転

じ

て
い
る
。

ウ

ィ

チ

ッ
ト

ワ
ー
タ

カ
ー

ン
に

つ
い
て
は
、

B
a
rm
e

[
19
9
3
]
を
参

照

さ

れ

た

い
。

〈
51
>

一
九

四

一
年

一
〇

月

に
東

条
内

閣
情

報

局
総

裁

と

な
り
、

一
九

四

二
年

九

月

に
外

相

を
兼
務

し

た
。

〈
52

>

大

蔵
官

僚

出
身

で

一
九

四

二
年

=

月

に
初

代

大
東

亜
大

臣

に

就

任

し
た

。

〈
53

>

プ

ラ

ユ
ー

ン

・
パ

モ
ー

ン
モ

ン
ト

リ
ー
少

将

と
柳

沢
と

の
間

に
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交

流
が

あ

っ
た

こ
と

は
、

プ

ラ

ユ
ー

ン
の
回

想
録

に
、

ピ
ブ

ー

ン
内

閣

総
辞
職

時

に
政
界

か

ら
身

を
引

い
た
プ

ラ

ユ
ー

ン
を

日
本

大
使

館

を

く

セ

員

と

共

に

「
日

本

文

化

団

長

」

(
原

文

は

ま

§

≡

,
2
讐

起
菖

誘
ピ

曲
昔

.
で
あ
り

、
柳

沢

の

こ
と
と

考

え

ら
れ

る
)

が
訪

れ

た

こ
と

が

記

さ
れ

て

い
る

こ
と

か

ら
も

わ
か

る

[
巳
"
讐
昌

コ

8
:5
2
4
-
52
5
]
。

〈
54
>

ポ

ッ
ト

・
パ

ホ

ン

ヨ
ー

テ

ィ

ン
大

将

は
、

一
九

三
二
年

立
憲

革

命

に
お
け

る
陸
軍

グ

ル
ー
プ

の
リ
ー
ダ

ー

で
あ
り

、
ピ

ブ

ー

ン
に
政

権

を
譲

る
ま

で
首

相

を
務

め

た
人
物

と

し

て
政
治

上

の
重
鎮

で
あ

っ

た
。

少
佐
時

代

の

一
九

二
〇
年

か

ら

一
年
余

り

日
本

を
視

察
等

で
訪

れ
た
経
験

を
有

す

る
。

一
九

四

二
年

四
月
、

日
タ

イ
同

盟
慶
祝

使
節

団

の
正
使

と
し

て
東

京

に
派
遣

さ

れ

た

[太

田

1
9
7
1
:
1
6
4
]
°

〈
55
>

一
九

四
二
年

七

月

に
日

タ
イ

同
盟

慶
祝

使
節

団

に
対
す

る
答
礼

使

の
正

使

と

し

て

バ

ン

コ
ク

へ
派

遣

さ

れ

て

い
る

[
太

田

這
刈
日
"

1
6
4
]
°

〈
56
>

一
九

四
二
年

一
月

か
ら

四
三
年

九

月

に
か
け

て
駐

日
大
使

。

そ

の
後
、

ウ

ィ
チ

ッ
ト

ワ
ー
タ

カ
ー

ン
と

交
代

し

て
外

務

大
臣

に
就
任

し
た
。

〈
57
>

一
九

四

一
年

九

月

か
ら

一
九

四

四
年
ま

で
駐

タ
イ

大
使

を
務

め

た
。

〈
58
>

ワ

ン
ワ
イ
タ

ヤ

ー

コ
ー

ン
は
、

オ

ッ
ク

ス
フ

ォ
ー

ド
大
学

卒
業

後

、

パ
リ
大
使

館

勤

務

な
ど

を
経

て
外

交
官

と
し

て
活

躍
し

た
王
族

で
あ

る
。

一
九

四

一
年

の
タ

イ
仏
印

国

境
紛

争

で
は
タ

イ
側
代

表

と

し

て
東
京

に

お

い

て

交

渉

に

従
事

し
、

日
本

に
な

じ

み

が

深

か

っ

た
。
子
息

を
日
本

に

留
学

さ

せ

て
お
り

、

一
九

四
三
年

=

月

に

は

ピ
ブ
ー

ン
首
相

に
代

わ

っ
て
東

京

で
開

催
さ

れ
た
大

東
亜

会
議

に
出

席

し
た
。

戦
後
、

外
務

大

臣
や

副
首

相

を
歴

任

し

て

い
る
。

ユ

を

へ

〈
59
>

ラ
イ

エ

ッ
ト

の
生

涯

に

つ
い
て

は
、
3

の
自
與
[N
い
轟
O
]
に
詳

し

い
。

〈
60
>

ラ

ク
サ

ミ
ー

ラ
ー

ワ

ン
は
、

ラ
ー

マ
六

世

王

の
王
妃

で
あ
り

、

多

く

の
詩

や
戯
曲

な

ど
を
発

表

し

て

い
た
。

祝
辞

も
詩

の
形

で
寄

せ

て

い
る
。

ワ
ン
ワ
イ

タ
ヤ

ー

コ
ー

ン

の
妹

に
当
た

る
。

ラ

ク
サ

ミ
ー

ラ

ー

ワ
ン

の
生
涯

に

つ
い
て

は
、
磯
o
蓑

コ
9

[N
い
$

]

に
詳

し

い
。

〈
61
>

プ

ラ

パ

ー

・
ウ

ィ
チ

ッ
ト

ワ
ー

タ

カ

ー

ン
は
、

舞

踊
家

で

あ

り
、

一
九

三
五
年

、
タ

イ
舞

踊

団
を

引
率

し

て
日
本

を
訪

れ

た
経
験

を
有

す

る
。

そ

の
際

に
当
時

外

務

省

に
在

籍

し

て
文

化

事
業

に
当

た

っ
て

い
た
柳

沢

と
知

己

を
得

た
と

い
う

。
柳

沢
と

の
個

人
的

な
結

び

付

き
を
記
述

し
た
祝

辞
と

な

っ
て

い
る
。

〈
62

>

橋

田

は
、

近

代

に
入

っ
て
欧

米

文

化

が

ア
ジ

ア

に

「浸

潤

」

し
、

「
伝
統

の
固
有

文

化

を
す

ら

も
軽

視

す

る
」

傾
向

が
現

れ

た

と

し
、

日
タ

イ
両

国

が
協

力
し

て

「よ

く
文

化

の
交

流

を
図

り
、

傑
出

せ

る
東

洋

文
化

の
宣

揚

を
企

図
」

し

な

け

れ
ば

な

ら

な

い
と

い
う

が
、

ピ
ブ

ー

ン
政
権

の
文

化

政
策

が
き

わ

め

て
西
洋
化

的
色

彩

の
強

い
も

の
だ

っ
た

こ
と
を
知

っ
て

い

て
こ

の
よ
う

に
記
述

し
た

の
か

ど

う
か
、

興
味

の
あ

る
と

こ
ろ
で
あ

る
。

な

お
、

ピ
ブ

ー

ン
政

権

の
文

化

政
策

に

つ
い
て
は
、
加

納

[8

0
昌

や
村
嶋

[N
8
N
]

な
ど

を
参

照

さ

れ
た

い
。

〈
63

>

お
そ
ら

く
は
柳

沢

は
善
意

の
人

で
あ
り

、

タ
イ

に
対
す

る
悪

意

は
毫

も

な
か

っ
た

の

で
は
な

い
か
と

推
察

す

る
。

〈
64
>

こ
う
し

た

こ
と

を

「日
本
文

化

」

の
外
部

に
あ

る
存

在

に
対

し

て
明
記

し
た

り
公
言

し

た
り
す

る

こ
と

が
外
交

上

「粗

野
」

と

み
な

さ

れ
、

ま

た

よ

ろ

し
く

な

い

こ
と

は

よ

く
認

識

さ
れ

て

い
た

の

で

3z8



あ

っ
て
、

そ

の
点

「粗

野

」

で
は
な

い
分

、

よ
り
悪

質

で
あ

っ
た

と

い
う

こ
と
も

で
き

よ

う
。
前

述

の
平
等

は
そ

う
し

た
文
法

を
忘

れ

て

問
題

を

引

き
起

こ

し
た

わ

け

だ

が
、

「粗

野

」

な
分

、

よ

り
素
直

で

あ

っ
た

と
も

い
え
る

。

〈
65
>

タ

イ
や
中

国

で
日
本

美
術

展
覧

会

を
開
催

し

た
人
物

で
、

バ

ン

コ
ク

で
も

一
九

三

一
年

に
展
覧

会

を
開

い
て

い
る
。

〈
66
>

一
九

三

一
年

か

ら

一
九

三
六
年

ま

で
公
使

と

し

て
タ
イ

に
あ

っ

た
人

物

で
あ

る
。

ま

た

一
九

四

二
年

七
月

、

[ロ
タ
イ

同
盟

慶
祝

使
節

団

に
対

す

る
答

礼

使

の
副

使

と
し

て

バ

ン

コ
ク

に
派

遣

さ
れ

て

い
る

[
太

田

1
9
7
1
:
1
6
4
]
°

〈
67
>

お
そ

ら
く
続

巻

で
他

の
美

術

工
芸

に

つ

い
て
も

紹
介

し

て

い
く

予
定

だ

っ
た

の
で
あ

ろ

う
。

参

考

文

献

〈
雑
誌

・
新

聞

〉

『
朝

日
新
聞

』

胃

即
O
Z
日
』
東

方
社

(『
閃
刀
0
2
↓
(復

刻
版

)
』

平

凡
社
、
這

8
9
-
1
9
9
0
)

『
日
泰

文
化

』

這
壼

日

泰
文
化

会
館

『
日
本

タ
イ
協

会
会

報

』
財

団
法

人
日
本

タ

イ
協
会

『
N
IP
P
O
N
』

国

際

報

道

(
『N
IP
P
O
N
(
復

刻

版

ご

国

書

刊

行

会

、

2
0
0
2
-
2
0
0
5
)

『
す
ば

る
』
集

英
社

〈
日
本
語

・
英

語

〉

明

石
陽

至

這

O
刈

「
日
本

軍

政
下

の

マ
ラ
ヤ

・
シ

ン
ガ
ポ

ー

ル

に
お

け

る
文

教

政

策

」

倉

沢

愛

子

編

『
東

南

ア
ジ

ア
史

の
な

か

の

日

本

占

領

』

早

稲

田

大

学

出

版

部

。

熱

田

見

子

這

遷

「日

中

戦

争

初

期

に

お

け

る

対

外

宣

伝

活

動

」

『
法

学

政

治

学

論

究

』

四

二

。

B
a
rm
e,
S
c
o
t

1
9
9
3

L
u
a
n
g

W
ich
it
W
a
th
ak
a
n
a
n
d
th
e
C
r
ia
tio
n
of
a

T
h
a
i
Id
en
tity
.S
in
g
ap
o
re
:
In
stitu
te
o
f
S
o
u
th
e
a
st
A
sia
n
S
tu
d
ie
s°

B
a
tso
n
,
B
e
nja
m
in
A
.

1
9
9
0

「
タ

イ

の

ナ

シ

ョ
ナ

リ

ズ

ム

と

対

日

関

係

の
展

開

」

杉

山

伸

也

・
甲

。
毒

』
彗

O
°
編

『
戦

間

期

東

南

ア

ジ

ア

の
経

済

摩

擦

日

本

の

南

進

と

ア

ジ

ア

・
欧

米

』

同

文

舘

出

版

。

平

等

通

昭

這

お

「
泰

国

に

於

け

る

日

本

語

教

授

」

国

語

文

化

学

会

『
外

地

・
大

陸

・
南

方

日

本

語

教

授

実

践

』

国

語

文

化

研

究

所

(『
日

本

語

教

授

法

基

本

文

献

』

と

し

て
冬

至

書

房

に

よ

り

一
〇
°。
ひ
復

刻

)
。

平

等

通

照

・
平

等

幸

枝

這

刈
O

『
我

が

家

の

日

泰

通

信

』

印

度

学

研

究

所

。

C
h
a
rn
v
it
K
ase
tsiri

1
9
7
4

"T
h
e

F
irst
P
h
ib
u
n

G
o
v
e
rn
m
e
n
t
a
n
d

Its
I
n
v
o
lv
e
m
e
n
t
in
W

o
rld

W

a
r
II
."
T
h
e
J
ou
rn
a
l
of

S
ia
m

S
ociety
,

ひ
N
-
N
°

デ

ィ

レ

ッ

ク

・
チ

ャ

イ

ヤ

ナ

ー

ム

1
9
4
3

『
タ

イ

国

を

語

る

』

興

亜

日

本

社

。

G
o
o
d
m
a
n
,
G
ran
t

K
.
(e
d
.)

1
9
9
1

J
ap
a
n
ese

C
u
ltu
ra
l
P
olicies

in

S
ou
th
ea
st
A
sia

d
u
rin
g

W
o
rld

W
a
r
2
.
L
o
n
d
o
n
:
M

a
cM

ill
a
n

A
c
a
-

d
e
m
ic
an
d
P
ro
fe
ssio
n
al°

長

谷

川

恒

雄

8

8

「
バ

ン

コ
ク

日

本

文

化

研

究

所

(
一
九

三

八

)

の

日

本

語

教

育

計

画

」

『
日

本

語

と

日

本

語

教

育

』
。
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星
田
晋
吾

這
ひω

「日
本
語
学
校
建
設
苦
心
談
」
三
木
栄

『山
田
長

正

の
真
の
事
蹟
と
三
木
栄

一
代
記
』。

藤
井
祐
介

8
0刈

「統
治
の
秘
法
-

文
化
建
設
と
は
何
か
?
」
池

田

浩

士

編

『
大

東

亜

共

栄

圏

の
文

化

建

設

』

人

文

書

院

。

池

田

浩

士

N
O
O
刈

「
「大

東

亜

共

栄

圏

文

化

」

と

そ

の

担

い
手

た

ち

」

池

田

浩

士

編

『
大

東

亜

共

栄

圏

の
文

化

建

設

』

人

文

書

院

。

市

川

健

二

郎

這

逡

「日

泰

文

化

協

定

を

め

ぐ

る

異

文

化

摩

擦

」

『大

正

大

学

研

究

紀

要

』

七

九

。

石

丸

優

三

這

お

「泰

国

に

於

け

る
文

化

事

業

」

『
観

光

』

三

-

四

。

人

事

興

信

所

這

い
O

『
人

事

興

信

録

第

一
二

版

』

人

事

興

信

所

。

J
o
se
,
R
ic
a
rd
o
T
.

2
0
0
3

"A
cc
o
rd

a
n
d

D
isco
rd
:J
a
p
a
n
e
se
C
u
ltu
r
al

P
o
li
c
y

an

d

P
h
ilip
p
in
e

N
atio
n
a
l
Id
e
n
tity

d
u
rin
g

th
e
J
a
p
a
n
e
se

O
cc
u
p
atio
n

(1
9
4
2
-
1
9
4
5
)."
I
n

N
a
ran
g
o
a
,
L
i
&

C
rib
b
,
R
o
b
e
rt

(e
d
s
.),
Im
p
er
ia
lJ
ap
a
n
a
n
d
N
a
tion
a
l
Id
en
tities
in
A
sia
,
1
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